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安全のために

本製品を安全にご利用頂くために、以下の事項を必ず守ってください。 これらの事
項が守られていない場合、 感電、 けが、 火災、 故障などの原因になり ます。

表示の意味は以下のとおりです。 内容をよ く理解してから本文をお読みください。

異常時の処理について

警告 ! データの消失やお使いの機器への損害を避けるために注意して読む必要があ
ります。

重要 : 操作上の損害を避けるために注意して読む必要があります。

警告
この表示の注意事項を守らないと、火災、感電などにより死亡や大けがなど人
身事故の原因となります。

注意
この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけがをしたり、
データや通信の消失、物的損害の発生する可能性があります。

警告
万一、内部に水などが入った場合は、電源アダプタ本体をコンセントから抜い
て販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災、感電、故障の原因となり
ます。

万一、内部に異物が入った場合は、電源アダプタ本体をコンセントから抜いて
販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災、感電、故障の原因となりま
す。

万一、煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用すると火災、感電、
故障の原因となります。すぐに電源アダプタ本体をコンセントから抜き、煙が
出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理は
危険ですから絶対におやめください。

万一、本装置を落としたり、ケースを破損した場合は、電源アダプタ本体をコン
セントから抜いて、販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災、感電、
故障の原因となります。

電源コードが痛んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼くださ
い。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。
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取り扱いについて

電源について

警告
本装置に水が入ったりしないよう、またぬらさないようにご注意ください。火
災、感電、故障の原因となります。

本装置の上や近くに花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容
器または小さな金属物を置かないでください。こぼれたり中に入った場合、火
災、感電、故障の原因となります。

弊社の指示がない限り、本装置を分解、改造しないでください。火災、感電、故障
の原因となります。

弊社の指示がない限り、本装置のケースを外さないでください。電源部や内部
に触れると火傷、感電、故障の原因となります。

ぬれた手で本装置を操作しないでください。火災、感電、故障の原因となりま
す。

注意
移動させる場合は、電源アダプタをコンセントから抜き、回線コードなど外部
の接続線をはずしたことを確認の上、行ってください。コードが傷つき火災、感
電の原因となることがあります。

警告
表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災、感電、故障の
原因となります。

電源アダプタはコンセントに確実に差し込んでください。電源アダプタ（プラ
グ）の刃に金属などが触れると火災・感電の原因となります。

ぬれた手で電源アダプタを抜き差ししないでください。感電の原因となりま
す。

タコ足配線はしないでください。火災、過熱の原因となります。

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理にまげたり、ねじった
りしないでください。重いものをのせたり、加熱したり、引っ張ったりすると
電源コードが破損し、火災、感電の原因になります。

近くに雷が発生したときは、電源アダプタや接続ケーブルなどを抜いてご使
用をお控えください。雷によっては火災、感電、故障の原因となります。

注意
電源アダプタを抜くときは、必ず電源アダプタ本体を持ってぬいてください。
電源コードを引っ張るとコードが傷ついて火災、感電の原因となることがあ
ります。

電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶けて火災、感
電の原因となることがあります。
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設置場所について

お手入れについて

お手入れの際は安全のために電源アダプタをコンセン ト から抜いて行って くださ
い。

注意
直射日光の当たるところや温度の高いところに置かないでください。内部の
温度が上がり、火災の原因となることがあります。

湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災、感電、故障の原因とな
ることがあります。

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたるような場所には置かないでく
ださい。火災、感電、故障の原因となることがあります。

ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。落ち
たり、倒れたりして、けがの原因となることがあります。

振動、衝撃の多い場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりして、けがの
原因となることがあります。

注意
アルコール、ベンジン、シンナーなど、揮発性のものは使わないでください。
変色、変形、変質や故障の原因となります。

静電気集塵型化学ぞうきんは絶対に使わないでください。故障の原因とな
ります。

年に一度は電源コードを抜き、プラグおよびコンセントに付着しているゴ
ミ、ホコリ等を取り除いてください。
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まえがき

Web ブラウザ

性能を十分に引き出すために、 JavaScript に対応した Internet Explorer 4.0
以上、 または Netscape 4.0以上の Webブラウザを使用して ください。

その他の商標

AIX、 Apple、 DOS、 Ethernet、 EtherTalk、 HP、 IBM、 JetAdmin、 Java、
Netscape、 インターネッ トエクスプローラ、 LAN Server、 Macintosh、
Microsoft、 Novell NetWare、 OS/2、 PostScript、 UNIX、 Windows、 その他こ
のマニュアルに記載のプログラム、 規格などの商品名、 または製品名は、
一般的に各社の商標、 または登録商標です。

責任

Axisは、 このマニュアルの技術的、 印刷上の誤りについて、 一切の責任を
負いません。 また Axisは、予告なく製品やマニュアルの記載内容に対して
変更、 修正を行う こ とがあ り、 将来にわたるいかなる約束を表明するもの
ではあ り ません。 Axisは、 Axis製品およびソフ ト ウェアの使用の結果に生
じた、 偶発的な損害および間接的な損害、 またこれらに付随する事業上の
利益の損失、 データの喪失、 その他使用に起因して生じるいかなる損害に
対しても責任を負いません。 Axisは、 このマニュアルに含まれる記述、 製
品の商業価値および製品の特定用途に対する適合性について、 明示的また
黙示的な保証を一切いたしません。
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電波に関する適合性 （EMC）

日本 - AXIS 5600+、および AXIS 5400+は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）
の基準に基づく ク ラス A情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用する と電波
妨害を引き起こすこ とがあ り ます。 この場合には使用者が適切な対策を講ずるよ う
要求されるこ とがあ り ます。

米国 - This equipment has been tested and fount to comply with the limits for a class B 
digitaldevice, pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide 
reasonable protection against harmful interference in a residential installation. This 
equipment generates, uses and can radiate radio frequency energy, and if not installed 
and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio 
communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a 
particular installation. If this equipment does cause harmful interference to radio or 
television reception, which can be determined by turning the equipment off and on, the 
user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the following 
measures:

� Reorient or relocate the receiving antenna
� Increase the separation between the equipment and the receiver
� Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the

receiver is connected
� Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help
Shielded (STP) network cables must be used with this unit to ensure compliance with the 
class B limits.

欧州 - This digital equipment fulfils the requirements for radiated emission according 
to limit B of EN55022/1998, and the requirements for immunity according to 
EN55024/1998 residential, commercial, and light industry (Compliance is not valid for 
unshielded network and printer cables). 
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このマニュアルについて

AXIS 5600+、 AXIS 5400+ （以下、 Axis プ リ ン ト サーバ） をお買い上げ頂
き、 まこ とにあ りがと う ございます。 Axis プリ ン トサーバは、 お使いのプ
リ ンタをネッ ト ワーク上に自由に接続し、 すべてのネッ ト ワークユーザが
共有プリ ンタを利用できるよ うにします。

このマニュアルは、 製品ソフ ト ウェア （ファームウェア） リ リース 6.30以
上を搭載した AXIS 5600+、および 6.20以上を搭載した AXIS 5400+に適用
されます。

このマニュアルに記載されている手順は、 初めて Axis プリン トサーバを使
用する際に必要となる設定に基づいています。既に使用している Axisプリ
ン トサーバをこの手順にしたがって設定する場合は、 まず Axis プ リ ン ト
サーバを工場出荷時のデフォル ト設定に戻して ください。 詳し くは、 104
ページ 「工場出荷時のデフォルト設定」 を参照して ください。

このマニュアルには、 基本的な情報、 および様々なネッ ト ワーク環境にお
ける Axisプリ ン トサーバのインス トール、また管理方法が記載されていま
す。 このマニュアルを最大限に活用するには、 ネッ ト ワークの基礎知識が
必要とな り ます。

Axisについて

Axis Communicationsは、ネッ ト ワークに接続されたコンピュータ周辺機器
に対する革新的なソ リ ューシ ョ ンを提供します。 1984年の創立以来、市場
においても最も急速に成長している企業の一つであ り、 この分野における
リーダー的存在です。

ThinServer� テク ノロジ

ThinServer テク ノ ロジによ り、 Axis 製品はファ イルサーバに依存しない、
インテ リジェン ト な ThinServer デバイス と して動作します。 ThinServer デ
バイスは、 マルチプロ ト コル通信、 スケーラブルな RISCハード ウェア、標
準的な Web ブラウザを利用した簡単なアクセスおよび管理を可能にする、
内蔵Webサーバ機能を備えた 「ス リ ム」 なサーバソフ ト ウェアを含むネッ
ト ワークサーバです。ThinServer テク ノ ロジは、様々な電子デバイスをネッ
ト ワークに接続するこ とを可能にし、 「あらゆるものへのアクセス」 を提供
します。

ネッ トワークプリン トサーバ

ネッ ト ワーク上でプ リ ンタを共有する、 強力かつ経済性に優れた手段を提
供します。標準的なプリ ンタ と接続し、高性能かつ簡単な管理、さ らにネッ
ト ワーク経由でのアップグレードなどの機能を特徴と しています。 ネッ ト
ワークプ リ ン トサーバには、 イーサネッ ト版、 ファース ト イーサネッ ト版
版があ り ます。
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ネッ トワークカメラサーバ

標準的なインターネッ ト技術を利用し、お使いの Webブラウザからカメ ラ
サーバにアクセスしてライブ画像を楽しむこ とを可能にします。 インター
ネッ ト を利用した リモート監視を行うためのソ リ ューシ ョ ンを提供する と
と もに、 そのシャープな画像はWebサイ トに活気をもたらします。 カメ ラ
サーバは、 イーサネッ トおよびファース ト イーサネッ ト 、 公衆電話回線に
対応しています。

ネッ トワーク ドキュ メン トサーバ

ネッ ト ワークを利用し、 紙をベース と した情報を簡単に配布するこ とを可
能にします。 読み込んだドキュ メン ト をインターネッ ト / イン ト ラネッ ト
経由で送信するこ とによ り、 ファ ッ クスおよび郵便のコス ト削減や作業時
間の短縮など、 組織の作業効率の向上に役立ちます。

サポートサービス

インターネッ トがご利用になれる場合は、 技術サポート情報、 更新された
製品ソフ ト ウェア （ファームウェア）、ユーティ リティ ソフ ト ウェア、会社
情報など、 Axisのホームページでご覧いただけます。

その他

このマニュアルの制作には細心の注意を払っており ますが、 不正確な記述
や脱落、乱丁または落丁を見つけられた場合は、 info@axiscom.co.jp までご
連絡ください。

WWW: http://www.axiscom.co.jp/ 
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第 1章 はじめに

AXIS ThinServer テク ノ ロジを基に、 AXIS 5600+、 AXIS 5400+
（以下、 Axis プリ ン トサーバ） は、 利用可能なプリ ンタ資源を
ネッ ト ワーク上のユーザが共有できるよ うにします。 Axis プ
リ ン ト サーバは外付型のプ リ ン ト サーバで、 標準的なプ リ ン
タに接続するこ とができます。

AXIS 5600+ プリン トサーバ

AXIS 5400+ プリン トサーバ

6 +

+
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利用方法

対応する環境 � Windows

� NetWare

� UNIX

� OS/2

� Macintosh

� インターネッ ト / イン ト ラネッ ト を経由した JavaScriptに
対応する Web ブラウザ

インストールと接続 Axis プリ ン トサーバのインス トール、 およびネッ ト ワークへ
の接続は、 AXIS Online CDに含まれる Axis ク ラ イアン ト ソフ
ト ウェアを利用して行います。

� AXIS Print Monitor - Windows環境でネッ トワークプリンタ
の設定および管理が行えます。

� AXIS NetPilot - Windows環境で、 NetWare環境へのプリン ト
サーバのインストール、 設定および管理が行えます。

� AXIS Print Utility for OS/2 - OS/2環境でネッ トワーク印刷を
行うためのアプリケーシ ョ ンです。

� axinstall - UNIX環境でネッ トワークプリンタの設定が行え
ます。

注意 ： ! Axis プリン トサーバは、 Axis クライアン ト ソフ トウェアを使用せず
に Macintosh環境にインス トールできます。
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設定と管理 Axisプリ ン トサーバはWebサーバを内蔵しています。 この内
蔵Webサーバによ り、 TCP/IP上の HTTP を利用して Webサー
バに含まれる内部 Web ページから直接 プ リ ン トサーバの設
定、 管理が行えます。 Web ブラウザを利用して Axis プリ ン ト
サーバにアクセスする こ とによ り、 対応するすべてのネッ ト
ワーク環境に適した、 プラ ッ ト フォームに依存しない管理を
実現します。

お使いのネッ ト ワークが TCP/IP に対応していない場合は、
AXIS NetPilot を利用して Axisプリ ン トサーバの設定 ・管理を
行 う こ と も可能です。 AXIS NetPilot は、 IPX/SPX、 および
NetBIOS/NetBEUI プロ ト コルに対応しています。
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機能と利点

信頼性 Axis プリ ン トサーバは、 優れたパフォーマンス と信頼性、 さ
らに低消費電力とい う特徴を持っています。 電子回路には 32
ビッ ト RISCプロセッサと、 関連するネッ ト ワークコン ト ロー
ラで構成される AXIS ETRAXチップを採用しています。

柔軟性 Axis プリ ン トサーバは、 主要なコンピュータシステム、 また
ほとんどのコンピュータ環境に対応しています。さ らに、AXIS
5600+の場合は、 3台のプリ ンタに同時に印刷するこ とができ
ます。 IPP （Internet Printing Protocol） 機能は、 インターネッ
ト を経由した印刷を可能にします。

スピード AXIS ETRAX チップは LAN製品のために設計され、 PC とプ リ
ンタを直接接続した場合よ り も よ り高速なスループッ ト を提
供します。

簡単なインストール Axis ユーティ リティ ソフ ト ウェアを利用して、 Axis プリ ン ト
サーバをお使いのネッ ト ワークに数分でインス トールする こ
とができます。

セキュリテ ィ ログイン、 およびプ リ ンタへのアクセス （FTP を利用する場
合） の両方を制限するパスワードを設定できます。

監視 Axisプリ ン トサーバの内部Webページを利用して、 プ リ ンタ
のステータスを監視するこ とができます。

Windows 95、 98、 Me のための AXIS Print Monitor は、 ピア
ツーピアプ リ ン ト ジ ョ ブのステータ スを示すポ ップア ップ
メ ッセージを表示するよ うに設定するこ とができます。

Axis プリ ン トサーバは、 リモート監視のために SNMP にも対
応しています。

将来への対応 Axis プリ ン トサーバは、 ネッ ト ワークを経由したフラ ッシュ
メモ リ のアップグレードが可能です。 新しい製品ソフ ト ウェ
ア （ファームウェア） が リ リースされた時には、 ファームウェ
アの素早い更新と、 お使いの Axis プリ ン トサーバの操作性の
向上を実現します。
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パッケージの内容

以下のリ ス ト を利用して、 Axis プリ ン トサーバのパッケージ
内容を確認して ください。 不足している ものや、 破損してい
る ものがあった場合は、 お買い上げの販売店にご連絡 くださ
い。

AXIS Online CD

AXIS Online CDには、ユーティ リティ ソフ ト ウェア、ユーザー
ズマニュアル （PDF形式）、 および PDF形式のファ イルを閲覧
するための Adobe Acrobat Readerが含まれています。

AXIS 5600+
（製品番号 ： 0129-001-02）

AXIS 5400+
（製品番号 ： 0130-001-01）

外部電源 ： PS-F
（部品番号 ： 18480）

外部電源 ： PS-B
（部品番号 ： 13936）

AXIS Online CD

お客様登録カード

オプシ ョ ンアクセサリ

パラレルプリ ンタケーブル /部品番号 ： 13360

延長用パラレルプリ ンタケーブル /部品番号 ： 13522

シ リ アルプリ ンタケーブル /部品番号 ： 13281
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プリン トサーバの概要

AXIS 5600+

AXIS 5600+の外観図

ネッ トワークコネクタ  - AXIS 5600+は、 10Mbpsイーサネッ ト
および 100 Mbps ファース ト イーサネッ ト ネッ ト ワーク用に設
計されており、ツイス トペアカテゴ リ 5 ケーブル （10BASE-T、
100BASE-TX） を利用してネッ ト ワークに接続し ます。 AXIS
5600+ は、 ローカルネッ ト ワークセグ メン トの速度 （10Mbps
または 100Mbps） を自動的に検知する機能を備えています。

プリンタポート  - AXIS 5600+は、高速 IEEE1284互換パラレル
ポート を 2つ、シ リ アルポート を 1つ備えています。どのポー
ト にも標準的なプ リ ン タ を接続する こ とができ ます。 印刷
データは、 3つのポートに同時に送るこ とが可能で、利用する
プロ ト コルにかかわらず 3 台のプリ ンタを同時に使用するこ
とができます。

テストボタン - テス トボタンは、 以下の作業に利用します。

� プリンタ との接続を確認するために、 テス トページを印刷
する。

� AXIS 5600+の設定内容を示すパラ メータ リス ト を印刷す
る。

� AXIS 5600+のパラメータを、 工場出荷時のデフォルト設定
にリセッ トする。

注意 ： ! PostScript ファイル、また ASCII テキスト を印刷できないプリンタの場
合、 テス トページおよびパラ メータ リス トは印刷できません。 

+
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Network インディケータ  - Network インディ ケータが点滅し、
ネッ ト ワークの ト ラフ ィ ッ クを示します。 ト ラフ ィ ッ クに関
わらず、 点灯しない場合、 また点滅する場合は、 Axis プ リ ン
トサーバまたは外部電源アダプタに問題があ り ます。

Power インディケータ  - Power インディケータは、電源が供給
されている時に点灯します。 点灯しない場合、 また点滅する
場合は、 Axis プリ ン トサーバまたは外部電源アダプタに問題
があ り ます。

AXIS 5400+

AXIS 5400+の外観図

ネッ トワークコネクタ  - AXIS 5400+は、 10Mbps イーサネッ ト
および 100 Mbps ファース ト イーサネッ ト ネッ ト ワーク用に設
計されており、ツイス トペアカテゴ リ 5 ケーブル （10BASE-T、
100BASE-TX） を利用してネッ ト ワークに接続し ます。 AXIS
5400+ は、 ローカルネッ ト ワークセグ メン トの速度 （10Mbps
または 100Mbps） を自動的に検知する機能を備えています。

プリンタポート  - AXIS 5400+は、高速 IEEE1284互換パラレル
ポート を 1 つ備えています。 このポートに標準的なプリ ンタ
を接続するこ とができます。

+
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テストボタン - テス トボタンは、 以下の作業に利用します。

� プリンタ との接続を確認するために、 テス トページを印刷
する。

� AXIS 5400+の設定内容を示すパラメータ リス ト を印刷す
る。

� AXIS 5400+のパラ メータを、 工場出荷時のデフォルト設
定にリセッ トする。

注意 ： ! PostScript ファイル、また ASCII テキスト を印刷できないプリンタの場
合、 テス トページおよびパラ メータ リス トは印刷できません。 

Network インディケータ  - Network インディ ケータが点滅し、
ネッ ト ワークの ト ラフ ィ ッ クを示します。 ト ラフ ィ ッ クに関
わらず、 点灯しない場合、 また点滅する場合は、 Axis プ リ ン
トサーバまたは外部電源アダプタに問題があ り ます。

Power インディケータ  - Power インディケータは、電源が供給
されている時に点灯します。 点灯しない場合、 また点滅する
場合は、 AXIS 5400+ または外部電源アダプタに問題があ り ま
す。
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インストール手順

7ページ 「パッケージの内容」 に示されている付属品がすべて
そろっているこ とを確認できたら、 Axis プリ ン トサーバのイ
ンス トールを開始して ください。

以下の手順にしたがって、 Axis プリ ン トサーバプリ ン トサー
バをお使いのネッ ト ワークにインス トールして ください。

� 12 ページ 「ネッ トワークに接続する」 を参考に、 ケー
ブル類の接続を行います。

� 14 ページ 「プリン トサーバの設定 - インス トールガイ
ド」 を参考に、 Axis プリン トサーバの設定を行います。 

� IPアドレスを手動で設定する必要がある場合は、15ペー
ジ 「IP アドレスの割り当て」 を参考に、 Axis プリン ト
サーバに IP アドレスを割り当てます。
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ネッ トワークに接続する

以下の手順にしたがって、 Axis プ リ ン トサーバを付属の外部
電源、お使いのプリ ンタ、ネッ ト ワークに接続して ください。 

警告！ ! 付属の外部電源アダプタが、AXIS 5600+の場合は PS-F、AXIS 5400+の
場合は PS-B アダプタであることを確認して く ださい。

1. 使用するプリ ンタの電源が切れているこ と、 さ らに Axis
プ リ ン ト サーバの外部電源アダプタがまだ接続されてい
ないこ とを確認します。

2. Axis プリ ン トサーバの底面ラベルに記載されている、 シ
リ アル番号を控えてください。 プ リ ン トサーバの IP アド
レスを設定する際に、 このシ リ アル番号が必要にな り ま
す。

3. AXIS 5600+ の場合は、 適切なプリ ンタケーブルを使用し
て LPT1、 LPT2、 または COM1 ポートにプ リ ンタを接続し
ます。 AXIS 5400+ の場合は、 プリ ンタのパラレルポート
に直接接続します。

4. ツイス トペアカテゴ リ 5 ケーブル （10BASE-T、 または
100BASE-TX） を使用して、 Axisプリ ン トサーバをネッ ト
ワークに接続します。

5. プリ ンタの電源を入れ、 Axis プリ ン トサーバの外部電源
アダプタを接続します。Network インディケータが点滅し、
Axis プ リ ン トサーバが正し くネッ ト ワークに接続された
こ とを示します。

6. Axis プリ ン トサーバのテス トボタンを 1 回押して、 テス
トページを印刷します。 プ リ ンタ と Axis プリ ン トサーバ
が正し く接続されていれば、 Axis プ リ ン トサーバの内部
テス トページが印刷されます。 ネッ ト ワーク上で DHCP
サーバが動作している場合は、Axisプリ ン トサーバをネッ
ト ワークに接続した時に自動的に IP アド レスが割り当て
られます。 割り当てられた IP アド レスは、 テス トページ
に印刷されます。 手動、 および他の方法で Axis プリ ン ト
サーバに IP アド レスを割り当てる必要がある場合は、 15
ページ 「IP アド レスの割り当て」 を参照して ください。

お使いのネッ ト ワークに Axis プリ ン トサーバをインス トール
する準備が整いました。 14 ページ 「プリ ン トサーバの設定 -
インス トールガイ ド」 を参照し、 インス トールを行って くだ
さい。
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注意 ： ! プリンタが PostScript ファイル、またはASCIIテキスト ファイルを印刷
できない場合は、 テストページは印刷できません。 

! テス トページには、製品ソフ トウェア （ファームウェア）のバージ ョ

ン、 IP アドレス、 ネッ トワーク速度などの重要なパラメータが含ま
れます。
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プリン トサーバの設定 - インストールガイド

設定方法 Axis プ リ ン ト サーバのネッ ト ワークへの接続が完了したら、
Axisプリ ン トサーバの基本的な設定を行う こ とができます。以
下の表を参考に、お使いのプリ ンタ、ネッ ト ワーク環境に合っ
た方法を選択して ください。

インス トールと

管理ツール

Axisプリ ン トサーバの管理および設定には、適切なインス トー
ルツールを利用してください。 以下の表に、 概要を示します。

各 OS で推奨するツール

環境 ネッ トワーク設定 参照先

Windows 95/98/Me
TCP/IP

23ページ 「第 4章  セッ トアップ - Windows」
NetBIOS/NetBEUI

Windows NT TCP/IP 31ページ 「Windows NT 4.0 で TCP/IP印刷を行う 」

Windows 2000
TCP/IP 34ページ 「Windows 2000 で TCP/IP印刷を行う 」

IPP 93ページ 「IPP （Internet Printing Protocol）」

NetWare IPX/SPX 39ページ 「第 5章  セッ トアップ - NetWare」

OS/2 NetBIOS/NetBEUI 45ページ 「第 6章  セッ トアップ - OS/2」

Macintosh AppleTalk 49ページ 「第 7章  セッ トアップ - Macintosh」

UNIX TCP/IP 55ページ 「第 8章  セッ トアップ - UNIX」

環境 プロ ト コル ツール

Windows 95/98/Me
TCP/IP、

NetBIOS/NetBEUI
AXIS Print Monitor

Windows NT TCP/IP Windows NTの機能を使用
Windows 2000 TCP/IP、IPP Windows 2000の機能を使用

NetWare IPX/SPX
AXIS NetPilot

NetWareアドミニストレータ
OS/2 NetBIOS/NetBEUI AXIS Print Utility for OS/2

Macintosh AppleTalk セレクタを使用
UNIX TCP/IP axinstall
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IP アドレスの割り当て

TCP/IPネッ ト ワーク上で Axisプリ ン トサーバの内部Webペー
ジを利用して設定および管理を行うには、 Axis プリ ン トサー
バに IP アド レスを割り当てる必要があ り ます。 以下の手順に
したがって、 Axisプリ ン トサーバに IP アド レスを割り当てて
ください。 

始める前に

システム権限 Windows NT Server から IP ア ド レ スの設定を行 う 場合は、
Administrator権限が必要になり ます。UNIX システムから IP ア
ド レスの設定を行う場合は、 root権限が必要になり ます。

物理アドレス IP アド レスの割り当てを行うには、 Axis プリ ン トサーバの物
理アド レスが必要にな り ます。 物理アド レスは、 Axis プリ ン
トサーバの底面ラベルに記載されているシ リ アル番号に基づ
いています。 たとえば、 00408C100086 とい うシ リ アル番号を
持つ Axis プリ ン トサーバの物理アド レスは、 00 40 8C 10 00
86になり ます。

IP アドレス DHCP以外の方法で IP アド レスの割り当てを行う場合は、ネッ
ト ワーク管理者から未使用の IP アド レスを入手する必要があ
り ます。

重要 ： ! Axisプリン トサーバをインス トールする際、以下の例に使用されてい
る IP アドレスをそのまま使用しないで く ださい。 IP アドレスの割り
当てを行う前に、 必ずネッ トワーク管理者に相談して く ださい。
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IP アドレスの
設定方法

お使いのネッ ト ワーク環境に応じて、 以下のいずれかの方法
で Axisプリ ン トサーバの IPアド レスの設定を行う こ とができ
ます。

* Axis プリン トサーバの IP アドレスは自動的に設定されます。

注意 ： ! ARPおよび RARPのよる設定方法は、単一のネッ トワークセグメン ト
上でのみ動作します。 ルータを越えて利用することはできません。

! ARPおよび PINGの組み合わせによる IPアドレスの設定方法は、Axisプ
リン トサーバの再起動直後の 10分間だけ有効となります。

! Macintosh環境での IP アドレスの設定方法については、52ページ 「パ
ラ メータを 設定する」 を参照して く ださい。

ホスト名の関連付け 動的な IPアド レスの設定が可能なネッ ト ワーク上で Axisプリ
ン ト サーバのホ ス ト 名を登録する場合、 WINS （Windows
Internet Name Service） および DDNS （Dynamic Domain Naming
System） を利用するこ とができます。 常に DHCP を利用して
IP アド レスの設定を行う場合は、WINS または DDNSのどちら
かを利用するこ とをお勧めします。

Axisプリ ン トサーバのホス ト名は、PS_NAMEパラ メータで設
定できます。詳し くは、 105ページ 「第 14章  パラ メータ リ ス
ト 」 を参照して ください。

方法 ネッ トワーク環境 参照ページ

DHCP Windows NT/2000 17ページ 「DHCP を利用する」

ARP

Windows 
95/98/NT/2000/Me

19ページ 「Windows で ARP を 
利用する」

UNIX 20ページ 「UNIX で ARP を 利
用する」

RARP * UNIX 21ページ 「UNIX で RARP を 利
用する」

BOOTP * UNIX 22ページ 「UNIX で BOOTP を 
利用する」

Auto-IP * Windows 98/2000/Me 18ページ 「DHCP と Auto-IP」
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WINSの制限 WINS は最長 15 文字のホス ト名に対応しています。 ホス ト名
が 15 文字以上の場合、 Axis プリ ン トサーバは 15 文字を超え
る部分を切り捨てて WINS サーバにホス ト名を登録します。
WINSサーバに登録された Axisプリ ン トサーバのホス ト名は、
Axisプリ ン トサーバの内部Webページで確認するこ とができ
ます。

DDNSの規則 DDNS は最長 47 文字のホス ト名に対応しています。 使用でき
る文字は、 「A-Z」、 「a-z」、 「0-9」、 およびハイフン （-） です。
これ以外の文字を使用した場合、DDNSサーバに登録する と き
に使用できない文字はすべてハイフン （-） に変換されます。
DDNSサーバに登録された Axisプリ ン トサーバのホス ト名は、
Axisプリ ン トサーバの内部Webページで確認するこ とができ
ます。

も しホス ト名が DDNS データベース内の他のエン ト リ と一致
した場合、 Axis プ リ ン トサーバはホス ト名の登録を行う前に
そのエン ト リ を削除します。

注意 ： ! WINSサーバと DDNSサーバに同じホスト名を登録する場合、ホスト名
に使用できる文字数は 15 文字、 使用できる文字は 「A - Z」、 「a-z」、
「0-9」 およびハイフン （-） になります。

! ホス ト名の名前解決については、 お使いのシステムのマニュアルを

参照するか、 ネッ トワーク管理者に相談して く ださい。

DHCP を利用する 以下の手順にしたがって、 DHCP を利用して IP アド レスの割
り当てを行います。

1. DHCP マネージャで、 スコープの編集または作成を行いま
す。スコープに含まれるパラ メータは、以下のとおりです。

� IP アドレスの範囲

� サブネッ トマスク

� デフォルトゲートウェイの IP アドレス

� WINSサーバの IP アドレス、 または DDNSサーバの IP
アドレス

� リース期間
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2. スコープをアクティブにします。 Axis プリ ン トサーバは、
再起動する と自動的に DHCP パラ メータを読み込みます。
WINS または DDNS を利用している場合、 DHCP スコープ
に WINS または DDNS サーバの IP アド レスを最低でも一
つ含める必要があ り ます。 Axis プリ ン トサーバは IP アド
レスを受け取る とすぐに、 WINS または DDNS サーバに
Axis プリ ン トサーバのホス ト名と IP アド レスを登録しま
す。 詳し くは、 16 ページ 「ホス ト名の関連付け」 を参照
して ください。

3. Axisプリ ン トサーバは、TFTP（Trivial File Transfer Protocol）
サーバからカスタマイズされた config ファ イル （Axis プ
リ ン トサーバの設定ファ イル）を自動的に読み込むこ とが
できます。 DHCP スコープに、 config フ ァ イルの名前と
TFTPサーバの IP アド レスを追加して ください。Axisプリ
ン トサーバは IP アド レスを受け取る とすぐに、config ファ
イルを読み込みます。

4. Axis プリ ン トサーバの IP アド レスが設定されました。 続
いて、 14 ページ 「プリ ン トサーバの設定 - インス トール
ガイ ド」 に進んでください。 

注意 ： ! IPアドレスを読み込むために、Axisプリン トサーバを再起動する必要
はありません。

! Axis プリン トサーバを工場出荷時の状態にリセッ ト した後に、 DHCP
による IP アドレスの割り当てが行われなかった場合は、Auto-IP機能
によって IP アドレスの割り当てが行われます。

DHCP と Auto-IP Auto-IPは、 DHCPサーバが利用できない場合に IP アド レスを
設定する、 も う一つの方法です。

ネッ ト ワーク上で DHCP サーバが動作している場合、 Axis プ
リ ン トサーバはネッ ト ワークに接続される とすぐにDHCPサー
バから IP アド レスを受け取り ます。 DHCP サーバから IP アド
レスを受け取れなかった場合、Axisプリ ン トサーバは Auto-IP
によって IP アド レスを割り当てられます。Auto-IPはデフォル
ト で有効に設定されており、 ユーザによる設定は特に必要あ
り ません。
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Windows で ARP を
利用する

以下の手順にしたがって、 ARP を利用して IP アド レスを設定
してください。

1. DOS 窓 （コマン ドプロンプ ト、 DOS プロンプ ト ） を
開きます。

2. 以下のコマン ドを実行します。

例 ：

ホス トから Reply from 192.168.70.183 ...のよ うな応
答が返 り ます。 これによ り、 ア ド レスが設定され、 さ らに通
信が確立したこ とが分かり ます。

3. Axis プリ ン トサーバの IP アド レスが設定されました。 続
いて、 14 ページ 「プリ ン トサーバの設定 - インス トール
ガイ ド」 に進んでください。 

注意 ： ! Windows 95環境でARPを使用する場合は、コマンドの最初の行を以下
のように変更して く ださい。 Win95 ホスト IP アドレス は、 お使い
のコンピュータの IP アドレスです。

arp -s IPアドレス 物理アドレス Win95ホスト IPアドレス

! 初めて ping コマンドを実行した場合、 反応があるまでに通常よりも
長い時間がかかることがあります。

! ARP と PINGを利用した IPアドレスの設定方法は、Axisプリン トサーバ
の起動直後の 10分間だけ有効になります。

! arp -d コマンドを実行すると、ホストのキャ ッシュ メモリから

ARP テーブルの static エン ト リが削除されます。

arp -s IPアドレス 物理アドレス
ping IPアドレス
arp -d IP アドレス

arp -s 192.168.70.183 00-40-8c-10-00-86
ping 192.168.70.183
arp -d 192.168.70.183
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UNIX で ARP を
利用する

以下の手順にしたがって、 ARP を利用して IP アド レスを設定
してください。

1. シェルウ ィン ド ウで以下のコマン ドを実行してください。

例 ：

2. ホス トは、npsname is aliveのよ うな応答を返します。

これによ り、アド レスが設定され、 さ らに通信が確立した
こ とが分かり ます。

3. Axis プリ ン トサーバの IP アド レスが設定されました。 続
いて、 14 ページ 「プリ ン トサーバの設定 - インス トール
ガイ ド」 に進んでください。

注意 ： ! ホスト名と IP アドレスの関連付けが行われない場合は、 ホスト名の
エン ト リに IP アドレスを入力して く ださい。

! ARP コマンドの書式は、 UNIX システムによって異なる場合がありま
す。 ある種の BSD系システムは、 ホスト名と物理アドレスの順番が
逆である必要があります。 また、 IBM AIX システムは、 追加の引数
ether を必要とします。

例 ：

! 初めて ping コマンドを実行した場合、 反応があるまでに通常よりも
長い時間がかかることがあります。

! ARP と PINGを利用した IPアドレスの設定方法は、Axisプリン トサーバ
の起動直後の 10分間だけ有効になります。

arp -s ホスト名 物理アドレス temp 
ping ホスト名

arp -s npsname 00:40:8c:10:00:86 temp 
ping npsname

arp -s ether ホスト名 00:40:8c:10:00:86 temp
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UNIX で RARP を
利用する

以下の手順にしたがって、 RARP を利用して IP アド レスを設
定してください。

1. お使いのシ ス テ ムの物理ア ド レ ス テーブル （通常、
/etc/ethers） に、 以下の行を追加します。

例 ：

2. 必要に応じて、お使いのシステムのホス トテーブルやネー
ミ ングサービスのデータベースを更新します。

3. まだ動作していない場合は、RARPデーモンを起動します。
これは、 一般的に rarpd -a コマン ドを利用して実行し

ます。

4. Axis プリ ン トサーバを再起動し、 IP アド レスを設定しま
す。

5. Axis プリ ン トサーバの IP アド レスが設定されました。 続
いて、 14 ページ 「プリ ン トサーバの設定 - インス トール
ガイ ド」 に進んでください。

注意 ： ! ホスト名と IP アドレスの関連付けが行われない場合は、 ホスト名の
エン ト リに IP アドレスを入力して く ださい。

! IBM AIXをお使いの場合は、おそら く RARPデーモンが用意されていま
せん。 その場合は、 代わりに ARP または BOOTPのいずれかの方法を
利用して く ださい。

物理アドレス ホスト名

00:40:8c:10:00:86 npsname



第 3章  基本インストール 22
UNIX で BOOTP を
利用する

以下の手順にしたがって、 BOOTP を利用して IP アド レスを設
定してください。

1. お使いのシステムのブート テーブル （通常、 /etc/bootptab）
に、 以下の行を追加します。

例 ：

2. 必要に応じて、お使いのシステムのホス トテーブルやネー
ミ ングサービスのデータベースを更新します。

3. まだ動作していない場合は、 BOOTP デーモンを起動しま
す。 これは、一般的に bootpd コマン ドを利用して実行し

ます。

4. Axis プリ ン トサーバを再起動し、 IP アド レス、 サブネッ
トマスク、デフォルトゲート ウェイを設定します。Axis プ
リ ン トサーバは、 TFTP （Trivial File Transfer Protocol） サー
バからカスタマイズされた config ファ イル （Axis プリ ン
トサーバの設定ファ イル）を自動的に読み込むこ とができ
ます。 DHCP スコープに、 config ファ イルの名前と TFTP
サーバの IP アド レスを追加して ください。 Axis プリ ン ト
サーバは IP アド レスを受け取る とすぐに、 config ファ イ
ルを読み込みます。

5. Axis プリ ン トサーバの IP アド レスが設定されました。 続
いて、 14 ページ 「プリ ン トサーバの設定 - インス トール
ガイ ド」 に進んでください。

! htとvmのフ ィールドは、例に示されているとおりに入力して く だ
さい。

! ha フ ィールドは、 物理アドレスまたはノードアドレスです。 ip
フ ィールドは、 Axis プリン トサーバの IP アドレスです。

! gw と sm フ ィールドは、デフォルトゲートウェイとサブネッ トマ
スクの値になります。

! ホスト名と IP アドレスの関連付けが行われない場合は、 ホスト名の
エン ト リに IP アドレスを入力して く ださい。

! IPアドレスを設定するには、Axisプリン トサーバを再起動する必要が
あります。

ホスト名 :ht=ハードウェアタイプ :vm=ベンダマジック :\
:ha=ハードウェアアドレス :ip=IPアドレス :\
:sm=サブネットマスク :gw=デフォルトゲートウェイ

npsname:ht=ether:vm=rfc1048:\
:ha=00408c100086:ip=192.168.70.183:\
:sm=255.255.255.0:gw=192.168.70.1
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第 4章 セッ トアップ - Windows

Axis プリ ン トサーバをネッ ト ワークに接続するには、 12ペー
ジ 「ネッ ト ワークに接続する」 の手順にしたがってください。
この章では、 Axis プ リ ン ト サーバを Windows 環境にインス
トールする手順について説明します。 以下の表を参考に、 お
使いの環境に適した方法でインス トールを行ってください。

複数のプロ ト コルが存在する環境で Axis プリ ン トサーバを使
用する場合は、 以下の章も参照して ください。

39ページ 「第 5章  セッ トアップ - NetWare」

45ページ 「第 6章  セッ トアップ - OS/2」

49ページ 「第 7章  セッ トアップ - Macintosh」

55ページ 「第 8章  セッ トアップ - UNIX」

AXIS Print Monitor を利用する

AXIS Print Monitorは、 AXIS Online CDに含まれています。 ま
た、 Axis のホームページ （http://www.axiscom.co.jp/） からダ
ウンロードするこ とができます。

AXIS Print Monitorは、 Windows 95、Windows 98、Windows Me
環境でネッ ト ワーク印刷を行うためのツールです。 AXIS Print
Monitorによ り、 ローカルプリ ンタポートにインス トールされ
ているプ リ ンタを利用するのと同じよ うに、 簡単に Axis プリ
ン ト サーバを利用でき る よ う にな り ます。 また、 AXIS Print
Monitorは、 一度インス トールされる と、 システムの起動時に
自動的に立ち上るよ うにな り ます。

Windows環境 プロ ト コル 参照先

Windows 95
Windows 98
Windows Me

TCP/IP 23ページ 「AXIS Print Monitor を利用する」
27ページ 「Windows 95、 98、 Me で TCP/IP印刷を行う」

NetBIOS/NetBEUI 
23ページ 「AXIS Print Monitor を利用する」
25ページ 「Windows 95、 98、 Me で NetBIOS/NetBEUI印
刷を行う」

Windows NT 4.0
Windows 2000 TCP/IP 31ページ 「Windows NT 4.0 で TCP/IP印刷を行う」

34ページ 「Windows 2000 で TCP/IP印刷を行う」
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AXIS Print Monitorの
インストール

AXIS Print Monitorは、AXIS Online CDに含まれています。［ス
ター ト ］ メニューから ［フ ァ イル名を指定して実行］ を選択
し、 ［名前］ フ ィール ドに以下のよ う に入力し て く だ さい
（CD-ROM ド ラ イブが D ド ラ イブの場合）。

D:¥software¥pm_np¥pm3011j.exe

ウ ィザードの手順にしたがって、 インス トールを行って くだ
さい。 インス トールの手順について詳し くは、 付属の 「補足
資料」 を参照して ください。

AXIS Print Monitor
とは

AXIS Print Monitor は、 Windows 95、 98、 Me 環境でピアツー
ピア印刷を行う ために開発された Windows コンポーネン ト
（DLL） です。 プ リ ン トジ ョブを Axisプリ ン トサーバに直接送
るこ とができます。

ピアツーピア印刷 ピアツーピア印刷を行う場合、 それぞれの PC に AXIS Print
Monitor をインス トールする必要があ り ます。 一度 AXIS Print
Monitor をインス トールする と、 お使いの PC に直接接続され
ているプ リ ンタにアクセスするかのよ うに、 ネッ ト ワーク上
のすべてのプ リ ンタにアクセスできます。 ピアツーピア印刷
には、 以下のよ うな利点があ り ます。

� エラー状態をポップアップメ ッセージで表示することに
より、 お使いのプリンタの状態を簡単に監視することが
できます。

� 他のサーバに頼る必要がありません。

注意 ： ! AXIS Print Monitor を利用して DOS窓（MS-DOS プロンプ ト）から印刷す
ることはできません。
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Windows 95、 98、 Me で NetBIOS/NetBEUI印刷を行う

以下の手順にしたがって、 AXIS NetBIOS/NetBEUI Port を利用
するプ リ ンタをインス トールして ください。

1. Windows の ［スタート ］ メニューから、 ［設定］ - ［プリ ン
タ］ を選択します。 ［プ リ ンタの追加］ アイコンをダブル
ク リ ッ ク し、 ［プリ ンタの追加ウ ィザード］ を開始します。

2. 最初の画面で ［次へ］ をク リ ッ ク します。 ローカルプリ ン
タまたはネッ ト ワークプ リ ンタを選択する画面が表示さ
れます。 Axis プ リ ン トサーバはローカルポート と して振
る舞 う ため、 ［ローカルプリ ンタ］ を選択します。 ［次へ］
をク リ ッ ク します。

3. 製造元とプ リ ンタの一覧からプ リ ンタに適したプ リ ンタ
ド ラ イバを選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク して手順 6 へ進ん
でください。利用するプ リ ンタ ド ラ イバが一覧に表示され
ない場合は、 手順 4へ進んでください。

注意 ： ! 製造元からプリンタ ド ライバが提供されている場合は、 そのド ライ

バを使用することをお勧めします。

4. ［ディ スク使用］ をク リ ッ ク します。 ド ラ イバの保存され
たフロ ッピーディ スク、 または CD-ROM をセッ ト します。
適切なド ラ イブを選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

5. インス トールするプ リ ンタ ド ラ イバを選択し、 ［次へ］ ボ
タンをク リ ッ ク します。
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6. ［利用可能なポート ］ リ ス トから、AXIS Port を選択して く
ださい。 ポート名は、 名前 .LP1、 名前 .LP2 のよ うに表示
されます。 名前 は、 AX の後に Axis プリ ン トサーバのシ
リ アル番号の下 6 桁の英数字を続けた形式で表示され、
「AX5556A3.LP1」 のよ うにな り ます。 ［ポートの設定］ ボ
タンをク リ ッ ク します。

7. プ リ ンタのエラー状態を示すポップアップ メ ッセージを
表示する場合は、 ［AXIS Portの設定］ ダイアログボッ クス
に表示されるチェ ッ クボッ クスをオンにします。 また、再
試行後にどのく らいの頻度でエラーメ ッセージを表示す
るか、 定義して ください。 ［OK］ をク リ ッ ク します。

8. 適切なプ リ ンタの名前を入力し、 ［次へ］ をク リ ッ ク しま
す。

9. テス トページを行うかど うか選択し、 ［完了］ をク リ ッ ク
します。

AXIS NetBIOS/NetBEUI Port を利用するプ リ ンタがインス トー
ルされました。
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Windows 95、 98、 Me で TCP/IP印刷を行う

TCP/IP印刷を行うには、 Axisプリ ン トサーバに IP アド レスを
割り当てておく必要があ り ます。 IP アド レスの割 り当てにつ
いては、 15 ページ 「IP アド レスの割り当て」 を参照して くだ
さい。

LPR Port を利用する
プリンタの
インストール

以下の手順にしたがって、 Windows 95、 98、 Me 環境に AXIS
LPR Port を利用するプリ ンタをインス トールして ください。

1. Windows の ［スタート ］ メニューから、 ［設定］ - ［プリ ン
タ］ を選択します。 ［プ リ ンタの追加］ アイコンをダブル
ク リ ッ ク し、 ［プリ ンタの追加ウ ィザード］ を開始します。

2. 最初の画面で ［次へ］ をク リ ッ ク します。 ローカルプリ ン
タまたはネッ ト ワークプ リ ンタを選択する画面が表示さ
れます。 Axis プ リ ン トサーバはローカルポート と して振
る舞 う ため、 ［ローカルプリ ンタ］ を選択します。 ［次へ］
をク リ ッ ク します。

3. 製造元とプ リ ンタの一覧からプ リ ンタに適したプ リ ンタ
ド ラ イバを選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク して手順 6 へ進ん
でください。利用するプ リ ンタ ド ラ イバが一覧に表示され
ない場合は、 手順 4へ進んでください。

注意 ： ! 製造元からプリンタ ド ライバが提供されている場合は、 そのド ライ

バを使用することをお勧めします。

4. ［ディ スク使用］ をク リ ッ ク します。 ド ラ イバの保存され
たフロ ッピーディ スク、 または CD-ROM をセッ ト します。
適切なド ラ イブを選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

5. インス トールするプ リ ンタ ド ラ イバを選択し、 ［次へ］ ボ
タンをク リ ッ ク します。
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6. ［利用可能なポート ］ リ ス トから、AXIS Port を選択して く
ださい。 ポー ト 名は 「LPT1@192.168.70.183」 のよ う に、
ポート名＠ IP アド レス、 またはポート名＠ホス ト名 の形
式で表示されます。 新しい LPR Port をインス トールする
場合は、Printers@TCP/IP ポート を選択し、手順 10.以降の
設定も行ってください。

7. ［ポートの設定］ボタンをク リ ッ ク します。［AXIS LPR Port
の設定］ ダイアログボッ ク スを開きます。 プ リ ンタのエ
ラー状態をポップアップ メ ッセージ表示するかど うかを
選択します。 また、再試行後、 どのく らいの頻度でエラー
メ ッセージを表示するかど うか定義します。設定後、［OK］
をク リ ッ ク します。

注意 ： ! Printers@TCP/IPポートは、 印刷のために利用することはできません。

8. ［次へ］ をク リ ッ ク します。 適切なプ リ ンタの名前を入力
し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

9. テス トページを行うかど うか選択し、 ［完了］ をク リ ッ ク
します。

手順 6. で Printers@TCP/IP を選択し、 新しい LPR Port にプリ
ンタをインス トールする場合は、 以下の手順にしたがって く
ださい。

10. 定義したプ リ ンタは、 ［プ リ ンタ］ フォルダに表示されま
す。プ リ ンタオブジェク ト をマウスの右ボタンでク リ ッ ク
し、 シ ョート カッ ト メニューから ［プロパティ ］ を選択し
ます。 ［プ リ ンタのプロパテ ィ ］ ウ ィ ン ド ウから ［詳細］
タブを選択します。
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11. ［ポートの追加］ をク リ ッ ク し、 利用できるポート を表示
します。 ポートの種類から ［その他］ を選択し、 リ ス トか
ら ［AXIS Port］ を選択します。 ［OK］ をク リ ッ ク します。

12. ネッ ト ワークプロ ト コルから ［LPR （TCP/IP） ］ を選択し、
［OK］ をク リ ッ ク します。

13. Axis プリ ン トサーバの IP アド レス （またはホス ト名）、お
よび適切なプリ ンタ名を入力します。 ［OK］ をク リ ッ ク し
ます。

プ リ ン トサーバがデフォルト設定のままの場合は、プ リ ン
タ名に次の値が入り ます。

� LPT1にプリンタを接続している場合 ： LPT1 または pr1

� LPT2にプリンタを接続している場合 ： LPT2 または pr2

� COM1にプリンタを接続している場合 ： COM1 または pr3
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14. 新しい LPR Port が、 利用できるポートの リ ス トに自動的
に追加されます。 ［OK］ をク リ ッ ク します。

15. 手順 7. の説明にしたがって、 ポートの設定を行います。
［OK］ をク リ ッ ク します。

16. ［OK］ をク リ ッ ク して ［プリ ンタのプロパティ ］ ウ ィン ド
ウを閉じます。

AXIS LPR Port を利用するプ リ ンタがインス トールされまし
た。
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Windows NT 4.0 で TCP/IP印刷を行う

Windows NT 4.0付属
の LPD モニタを利用

する

この項目では、 Windows NT に付属の LPD モニタを利用して
TCP/IP プロ ト コル上で LPR/LPD 印刷を行うための、 設定方法
を説明します。

基本設定 LPD 印刷のためのプリ ンタのインス トールを行う前に TCP/IP
の基本的な設定を行って ください。

LPR/LPD印刷の準備 コン ト ロールパネルを開き、 ［ネッ ト ワーク］ アイコンをダブ
ルク リ ッ ク し ます。 ［サービ ス］ タブの一覧に、 ［Microsoft
TCP/IP 印刷］ が表示されている場合は、 LPR/LPD 印刷機能が
インス トールされています。 ［ネッ ト ワーク］ ダイアログボッ
クスを閉じ、 32ページ 「プリ ンタを インス トールする」 に進
んでください。

以下の手順にしたがって、LPR/LPD印刷を行うためのサービス
をインス トールして ください。

1. ［コン ト ロールパネル］ を開き、 ［ネッ ト ワーク］ アイコン
をダブルク リ ッ ク します。

2. ［サービス］ タブを選択します。

3. ［追加］ ボタンをク リ ッ ク します。 ［ネッ ト ワークサービス
の選択］ 画面で ［Microsoft TCP/IP印刷］ を選択し、 ［OK］
をク リ ッ ク します。
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4. ［Windows NT セッ ト アップ］ ダイアログが表示されます。
適切な場所を指定して ［続行］ をク リ ッ ク します。

5. ［閉じる］ をク リ ッ ク して ［ネッ ト ワーク］ ウ ィン ド ウを
閉じます。

6. 再起動を求める画面が表示されたら、 ［はい］ をク リ ッ ク
してコンピュータを再起動します。

プリンタを
インス トールする

以下の手順にしたがって、LPR/LPD印刷のためのプリ ンタをイ
ンス トールします。

1. ［コン ト ロールパネル］ を開き、 ［プリ ンタ］ フォルダをダ
ブルク リ ッ ク します。

2. ［プ リ ンタの追加］ をク リ ッ ク します。 次の画面で ［この
コンピュータ］ を選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

3. ［ポートの追加］ をク リ ッ ク します。 利用可能なプ リ ンタ
ポートの一覧から ［LPR Port］ を選択し、 ［新しいポート ］
をク リ ッ ク します。
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4. ［LPR互換プリ ンタの追加］ ダイアログボッ クスで、 lpd を
提供するプ リ ン トサーバと して、 Axis プ リ ン トサーバの
ホス ト名、 または IP アド レスを入力します。 また、 サー
バのプリ ンタ名、 またはプリ ンタキュー名と して LPT1 な
どを入力し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。 ［閉じる］ をク リ ッ
ク してダイアログボッ クスを閉じます。 ［次へ］ をク リ ッ
ク します。

プ リ ン トサーバがデフォルト設定のままの場合は、プ リ ン
タ名またはプリ ン ト キュー名に次の値が入り ます。

� LPT1にプリンタを接続している場合 ： LPT1 または pr1

� LPT2にプリンタを接続している場合 ： LPT2 または pr2

� COM1にプリンタを接続している場合 ： COM1 または pr3

5. 利用するプ リ ンタに合った適切なプ リ ンタ ド ラ イバを選
択します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6. プリ ンタ名を入力し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

7. プ リ ンタを共有するかど うか指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク
します。

8. テス トページを印刷するかど うか指定し、［次へ］をク リ ッ
ク します。

9. ［完了］ をク リ ッ ク します。
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Windows 2000 で TCP/IP印刷を行う

この項目では、Windows 2000に付属の標準 TCP/IP印刷サービ
スを利用して TCP/IP プロ ト コル上で印刷を行うための設定方
法を説明します。 TCP/IP印刷サービスは、 Windows 2000のイ
ンス トール時に標準でインス トールされます。

1. Administratorの権限で Windows 2000にログオンします。

2. ［スター ト ］ メニューから、 ［設定］ - ［プ リ ンタ］ を選択
します。

3. ［プ リ ンタの追加アイコン］ をダブルク リ ッ ク し、 プ リ ン
タの追加ウ ィザードを起動します。 ［次へ］ をク リ ッ ク し
ます。

4. ローカルまたはネッ ト ワークプ リ ンタの選択画面が表示
されます。 ［ローカルプ リ ンタ］ を選択し、 ［次へ］ を ク
リ ッ ク します。
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5. プ リ ンタポートの選択画面で、 ［新しいポートの作成］ を
選択し ます。 ［種類］ フ ィール ドから、 ［Standard TCP/IP
Port］ を選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6. 標準 TCP/IP プリ ンタポートの追加ウ ィザードが起動しま
す。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

7. ポートの追加画面が表示されます。 ［プリ ンタ名または IP
ア ド レス］ フ ィールドに、 Axis プ リ ン トサーバのホス ト
名または IP アド レスを入力します。 ［ポート名］ フ ィール
ドは Axis プリ ン トサーバのポート名ではなく、 これから
作成するポート自身の名称です。任意に入力するこ と もで
きますが、自動で設定されますので、 そのまま ［次へ］ を
ク リ ッ ク して ください。
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8. ポート情報に関する画面が表示されます。プ リ ンタが接続
されているポート を選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

9. 標準 TCP/IP プリ ンタポートの追加ウ ィザードの終了画面
が表示されます。 ［完了］ をク リ ッ ク します。

10. プ リ ンタの製造元とモデルを選択する画面が表示されま
す。利用するプ リ ンタに合った、適切な製造元とモデルを
選択して ください。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

11. プリ ンタ名を入力する画面が表示されます。利用するプ リ
ンタの名前を入力し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

12. プリ ンタの共有を指定する画面が表示されます。共有する
場合は、ネッ ト ワーク上で表示するプ リ ンタの共有名を指
定してください。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

13. テス トページの印刷画面が表示されます。 ［いいえ］ を選
択して ［次へ］ をク リ ッ ク します。

14. プ リ ンタの追加ウ ィザードの完了画面が表示されます。
［完了］ をク リ ッ ク します。
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15. ［スター ト ］ メニューから、 ［設定］ - ［プ リ ンタ］ を選択
します。 ［プ リ ンタ］ フォルダに、 作成したプ リ ンタのア
イコンが表示されます。

16. 作成したプ リ ンタアイコンを右ク リ ッ ク し、シ ョート カッ
ト メニューから ［プロパティ ］ を選択します。プ リ ンタの
プロパティ画面で、 ［ポート ］ タブをク リ ッ ク します。

17. 作成したポートが選択されているのを確認し、 ［ポートの
構成］ ボタンをク リ ッ ク します。

18. ［標準 TCP/IP ポートモニタの構成］ 画面が表示されます。
［プロ ト コル］ オプシ ョ ンで ［LPR］ が選択され、 ［LPR 設
定］ の ［キュー名］ フ ィールドに適切なポート名が表示さ
れているこ とを確認して ください。正し くない場合は設定
を変更してください。 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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注意 ： ! 手順 9、 標準 TCP/IP プリンタポートの追加ウィザードの完了画面で、
アダプタの種類と して 「Axis Print Server」 以外が表示された場合は、
これらの設定が正し く ありませんので、 必ず設定を確認して く ださ
い。

プリ ン トサーバがデフォルト設定のままの場合は、次の値
が入り ます。

� LPT1 にプリンタを接続している場合 ： LPT1 または pr1

� LPT2 にプリンタを接続している場合 ： LPT2 または pr2

� COM1 にプリンタを接続している場合 ： COM1 または pr3

19. プ リ ンタのプロパティ画面で、 ［全般］ タブをク リ ッ ク し
ます。 ［テス トページの印刷］ ボタンをク リ ッ ク し、 印刷
ができるこ とを確認します。
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第 5章 セッ トアップ - NetWare

この章では、 NetWare 環境への Axis プリ ン トサーバのインス
トール方法について説明します。

Axis プリ ン トサーバをマルチプロ ト コル環境で利用する場合
は、 以下の章も参照して ください。

23ページ 「第 4章  セッ トアップ - Windows」

45ページ 「第 6章  セッ トアップ - OS/2」

49ページ 「第 7章  セッ トアップ - Macintosh」

55ページ 「第 8章  セッ トアップ - UNIX」

インストール方法 プロ ト コル 参照

AXIS NetPilot
NetBEUI
IPX/SPX 40ページ 「AXIS NetPilot を利用した基本セッ トアップ」
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AXIS NetPilot を利用した基本セッ トアップ

AXIS Online CD に含まれている、 AXIS NetPilot をインス トー
ルして ください。 ［スタート ］ メニューから ［ファ イル名を指
定して実行］ を選択し、 ［名前］ フ ィールドに以下のよ うに入
力して ください （CD-ROM ド ラ イブが D ド ラ イブの場合）。

D:¥software¥pm_np¥pm3011j.exe

ウ ィザードの手順にしたがって、 インス トールを行って くだ
さい。 NetPilot をインス トールする場合は、 インス トール方法
で 「カスタム」 を選択して ください。 インス トールの手順に
ついて詳し くは、 付属の 「補足資料」 を参照して く ださい。
AXIS NetPilotは、Windows 95、98、NT、Meに対応しています。

Axis プリン トサーバ
をインストールする

以下の手順にしたがって、 AXIS NetPilot を利用して Axisプリ
ン トサーバをインス トールして ください。

1. ［スタート ］ メニューから、 ［プログラム］ - ［AXIS ユー

ティ リティ ］ - ［NetPilot］ - ［AXIS NetPilot］ を選択します
（インス トールの際に指定したディ レク ト リによって、 メ
ニューの名称が異なる場合があ り ます）。

2. ［未設定 AXIS プリ ン トサーバ］ フォルダをク リ ッ ク しま
す。 右側に表示されるプ リ ン ト サーバの一覧から インス
トールするプ リ ン トサーバをク リ ッ ク して選択し、 ［イン
ス トール］ ボタンをク リ ッ ク します。ご利用のネッ ト ワー
クの規模が大きい場合、プリ ン トサーバの検索に時間がか
かる場合があ り ます。

3. ［インス ト レーシ ョ ンウ ィザードを使ってインス トールす
る］ オプシ ョ ンを選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。 以下
の画面が表示されます。

AXIS NetPilot インスト レーシ ョ ンウィザードのメイン画面



 Axis プリン トサーバユーザーズマニュアル  41
インス ト レーシ ョ ンウ ィザードの手順にしたがって、 以下の
オプシ ョ ンを設定してください。

注意 ： ! お使いの環境によって、 利用できるオプシ ョ ンが異なります。

プリン トサーバ名 デフォルトのプ リ ン トサーバ名は、 「AXIS」 の後にシ リ アル番
号の下 6 桁を続けた英数字にな り ます。 プ リ ン トサーバ名を
変更する場合は、 新しい名前を指定してください。

環境 Axis プリ ン トサーバを設定するネッ ト ワーク環境 （NetWare、
TCP/IP、Windows、 OS/2、 AppleTalk） を選択します。 ご利用の
ネッ ト ワークが複数のプラ ッ ト フォームで構成される場合
は、 任意の組み合わせによる環境を有効にする こ とができま
す。

NetWare NDS NDSツ リー中、あるいは、特定のバインダ リサーバ上にNetWare
プリ ン ト キューを置きます。

IP アドレス Axisプリ ン トサーバが IP アド レスを取得する方法を選択しま
す。 DHCP、 ARP、 RARP、 BOOTPに対応しています。 また、 手
動で IP アド レスを設定するこ と もできます。

プリン トキュー Axis プリ ン トサーバは、 プ リ ン トサーバ名にプ リ ンタポート
の名前を続けたものをデフォル トのプ リ ン ト キュー、 または
プ リ ン ト サーバポート名に使用します。 デフォル トのプ リ ン
ト キュー名を変更する場合は、 新しい名前を指定して くださ
い。

各 OS環境におけるデフォルトの
プリン トキュー名とプリン トサーバポート名

環境 デフォルト名

NetWare
AXIS5556A3_LPT1_Q
AXIS5556A3_LPT2_Q
AXIS5556A3_COM1_Q

Windows、 OS/2
AX5556A3.LP1
AX5556A3.LP2
AX5556A3.CM1

AppleTalk
AXIS5556A3_LPT1
AXIS5556A3_LPT2
AXIS5556A3_COM1
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管理者用パスワード 管理者用のパスワードを設定する と、 プ リ ン ト サーバの設定
を変更する際にパスワードの入力が必要になり ます。

テストページ NetWare 経由でテス トページを印刷するかど うか選択する こ
とができます。 テス トページは、 Axis プリ ン トサーバが接続
するすべての NetWareサーバ名を表示し、個々の接続のステー
タスを示します。

追加のプ リ ン ト キューを接続 ・作成しない場合は、 これで
NetWare環境でのインス トールは完了です。

注意 ： ! インス ト レーシ ョ ンウィザードで入力したパラ メータは、 必要に応

じていつでも変更することができます。

! インス ト レーシ ョ ンウィザードの設定中に誤ったパラ メータを設定

してしまっても、 問題はありません。 印刷結果に満足できない場合
は、 必要に応じてパラ メータの調整を行う ことができます。

印刷方法

以下に、NetWare環境で対応している 2種類の印刷方法の長所
と短所について説明します。

プリン トサーバ
モード

Axis プリ ン トサーバはファ イルサーバにログインし、 プ リ ン
ト ジ ョブに対するプ リ ン ト キューを繰 り返しポーリ ングしま
す。このよ うに、Axis プリ ン トサーバは NetWareプリ ン トサー
バ、 つま り PSERVERが動作するワークステーシ ョ ンをエ ミ ュ
レート します。 このモードは、 ネッ ト ワークに負荷をかけな
い高速印刷を提供します。 PSERVER モードの Axis プリ ン ト
サーバは、 それぞれ NetWare ラ イセンスを一つ必要と します。

長所 � 高速。 一般的には、 1 Mバイ ト /秒まで。

短所 � バインダリモードでは、 ファイルサーバとの接続のため
に個々の Axis プリン トサーバに対して NetWareユーザラ
イセンスを一つ必要とします。
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リモートプリンタ
モード

Axis プリ ン トサーバは、 ファ イルサーバで動作する PSERVER
プログラム （NLM） や PSERVER.EXEが動作する専用のワーク
ステーシ ョ ンに接続します。 そして、 フ ァ イルサーバから自
動的にプ リ ン トジ ョブを受け取 り ます。 このよ うに、 Axis プ
リ ン ト サーバは、 NetWare リ モー ト プ リ ン タ ソ フ ト ウ ェア
RPRINTER、あるいは、NPRINTERが動作するワークステーシ ョ
ンをエ ミ ュレート します。 このモードは、NetWare ユーザライ
センスの数が大きな問題となるよ う な、 小さなネッ ト ワーク
に対してのみ推奨されます。

長所 � NetWareユーザライセンスを必要としない。

短所 � 低速。 一般的には、 NLMの場合で 20～ 70Kバイ ト /秒。

� ネッ トワークの負荷が高くなる。
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第 6章 セッ トアップ - OS/2

この章では、OS/2環境で印刷を行うための、Axis プリ ン トサー
バの設定方法について説明します。

Axis プリ ン トサーバをマルチプロ ト コル環境で利用する場合
は、 以下の章も参照して ください。

23ページ 「第 4章  セッ トアップ - Windows」

39ページ 「第 5章  セッ トアップ - NetWare」

49ページ 「第 7章  セッ トアップ - Macintosh」

55ページ 「第 8章  セッ トアップ - UNIX」

AXIS Print Utility for OS/2 を利用する

まず、AXIS Online CDに含まれているAXIS Print Utility for OS/2
の自己解凍プログラムを、 フロ ッピーディ ス クにコピーして
ください。 プログラムは、 AXIS Online CD の以下のディ レ ク
ト リに収録されています （CD-ROM ド ラ イブが D ド ラ イブの
場合）。

D:¥software¥axpu¥axpu116.exe

続いて、フロ ッピーディ スク上にコピーした axpu116.exe を実
行します。 インス トールの手順について詳し くは、付属の 「補
足資料」 を参照して ください。

Axis プリ ン トサーバのデフォルトの名前やその他のパラ メー
タを変更する場合は、標準的な Webブラウザや、お使いのネッ
ト ワーク上に接続されている Windows プラ ッ ト フォームから
AXIS NetPilot を利用して ください。 詳し くは、 69ページ 「第
10章  設定と管理」 を参照して ください。

ネッ ト ワーク印刷を行うには、 それぞれの PC上に AXIS Print
Utility for OS/2 をインス トールする必要があ り ます。

インストール方法 プロ ト コル 参照

AXIS Print Utility 
for OS/2 NetBEUI/NetBIOS 45ページ 「AXIS Print Utility for OS/2 を利用する」
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AXIS Print Utility for
OS/2について

AXIS Print Utility for OS/2は、OS/2環境でネッ ト ワーク印刷を
行うためのアプリ ケーシ ョ ンです。 AXIS Print Utility for OS/2
は、 以下のこ とを可能にします。

� Axis プリン トサーバのポート を OS/2 プリンタポート と し
てインストールし、 維持する。

� Axis プリン トサーバのポートに送られたプリン トジ ョ ブ
をキャプチャし、 監視する。

プ リ ン ト ジ ョブは、 ローカルハードディ ス クにあるスプール
デ ィ レ ク ト リ を経由して送られます。 お使いの AXIS Print
Utility for OS/2のプリ ンタポートのステータスを監視し、プ リ
ン ト ジ ョブの終了や問題の状態を知らせるためにポップアッ
プ通知メ ッセージを生成するこ と もできます。

注意 ： ! AXIS Print Utility for OS/2 をインス トール （使用） するには、NetBEUI プ
ロ ト コルがアクテ ィブになっている必要があります。 アクテ ィブに
なっていない場合は、 MPTS/LAPS （LAN Server）、 SETUP （LAN Manager）
を使用してアクテ ィブにします。

Axis プリン トサーバ
をインストールする

1. AXIS Print Utility for OS/2 を動作させ、 ［Install］ をク リ ッ
ク して Axis プリ ン トサーバをインス トールします。 ポー
ト名は、 名前 .LP1、 名前 .LP2、 または 名前 .CM1 のよ う
に リ ス トに表示されます。名前 は、AXにプリ ン トサーバ
のシ リ アル番号の下 6桁の英数字を続けたものです。たと
えば、 ポート名は 「AX5556A3.LP1」 のよ うにな り ます。

2. インス トールしたいポート を選択し、［Install］ をク リ ッ ク
します。

この手順を、Axisプリ ン トサーバを利用するそれぞれの PCに
対して繰り返します。

注意 ： ! Axisプリン トサーバを利用して印刷するには、AXIS Print Utility for OS/2
が常に動作している必要があります。
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Axis プリン トサーバを OS/2環境に統合する

プリン トキューを
作成する

1. ［テンプレート ］ フォルダをダブルク リ ッ ク し、 マウスの
右ボタンを押しながら ［プ リ ンタ］ アイ コンをワークプ
レースシェル （または、フォルダの中に） ド ラ ッグします。

2. 名前のフ ィールドに、 任意の名前を入力します。

3. 出力ポート リ ス トから、 \PIPE\名前 .LP1、 \PIPE\名前 .LP2
を選択し、省略時プリ ンター ・ ド ラ イバーリ ス トからお使
いのプリ ンタに適したプ リ ンタ ド ラ イバを選択します。

4. ［OK］ をク リ ッ ク し、 プ リ ンタの定義を承認します。

プリン トキューを
共用する

プリ ン ト キューを他のコンピュータ （ク ラ イアン トやサーバ）
からアクセスできるよ うにするには、 そのプ リ ン ト キューを
共用リ ソースにする必要があ り ます。OS/2 ウ ィン ド ウを開き、
以下のコマン ドを発行します。

NET SHARE キュー名 /PRINT

こ こで、 キュー名 は、 上で作成したキューの名前です。

OS/2 Warp の IBM ピアサービスを利用してプリ ンタ リ ソース
を共有するには、 以下の手順にしたがってください。

1. プ リ ンタオブジェ ク ト の上でマウスの右ボタンをク リ ッ
ク します。

2. ［共用］、 続けて、 ［共用の開始］ を選択します。 ダイアロ
グボッ クスで、 記述を入力します。

3. ［LAN ワークステーシ ョ ン始動時に共用を開始］ のチェ ッ
クボッ クスを選択します。

4. ［OK］ をク リ ッ ク します。

LAN Server 4.0 を利用してプ リ ンタ リ ソースを共用するには、
以下の手順にしたがって ください。

1. ［LANサーバ管理］ を開きます。

2. お使いのド メ イン、続けて、 ［ リ ソース定義］ を開きます。

3. テンプレートからプリ ンタを ド ラ ッグ& ド ロ ップします。

4. 別名を入力し、サーバー名および上で作成したスプーラー
待ち行列 （プ リ ン ト キュー） 名を選択します。

5. ［OK］ をク リ ッ ク します。
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これで、 セッ ト アップは完了し、 Axis プリ ン トサーバを利用
して印刷できるよ うにな り ました。
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第 7章 セッ トアップ - Macintosh

この章では、 AppleTalk を利用して Macintosh 環境で印刷を行
う手順について説明します。

Axis プリ ン トサーバをマルチプロ ト コル環境で利用する場合
は、 以下の章も参照して ください。

23ページ 「第 4章  セッ トアップ - Windows」

45ページ 「第 6章  セッ トアップ - OS/2」

39ページ 「第 5章  セッ トアップ - NetWare」

55ページ 「第 8章  セッ トアップ - UNIX」

セレクタを利用したインストール

基本設定 AppleTalk環境での基本設定は、 セレク タから使用するプ リ ン
タを選択して行います。

Axis プリ ン トサーバのデフォルト名の変更、 また config ファ
イルを編集して他のデフォル トのパラ メータを変更する こ と
ができます。Macintoshから Axisプリ ン トサーバの config ファ
イルにアクセスするには、 以下の方法があ り ます。

� Java を利用できる Web ブラウザ

� FTP アプリケーシ ョ ン （MacTCP、 Fetch、 Anarchie など）

これらの方法を利用する場合は、 Axisプリ ン トサーバに IP ア
ド レスを割り当てておく必要があ り ます。 詳し くは、 52 ペー
ジ 「パラ メータを 設定する」 を参照して ください。
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プリンタの選択

プリンタを選択する プリ ンタを選択する方法は、 お使いの LaserWriter プリ ンタ ド
ラ イバのバージ ョ ンによって異なり ます。

� LaserWriter 7.x ド ライバは、 標準的な PostScript ド ライバを
利用するものと想定し、 プリンタ固有の機能を利用する
ことはできません。

� The LaserWriter 8.x ド ライバは、 プリンタの情報を記述し
た PPD を利用します。 よって、 プリンタが持つ機能を制
御することができます。

LaserWriter 7.x
プリンタ ド ライバ

以下の手順にしたがって、 プ リ ンタを選択して ください。

1. アップルメニューからセレク タを選択します。

2. LaserWriter アイコンをク リ ッ ク します。

3. お使いのネッ ト ワークに複数のゾーンがある場合、利用す
るゾーンをク リ ッ ク します。ゾーンがない場合は、ゾーン
のボッ クスは現れません。

4. 利用するプリ ンタをク リ ッ ク して選択します。 Axis プリ
ン トサーバのプリ ンタ名は、 デフォルトで AXISxxxxxx_
ポート、 のよ うに表示されます。 xxxxxxは、 Axisプリ ン
トサーバのシ リ アル番号の下 6桁の英数字、ポート  に
は LPT1、 LPT2、 または COM1が表示されます。たとえば、
「AXIS5556A3_LPT1」 のよ うにな り ます。

5. ク ローズボッ クスをク リ ッ ク します。設定が完了し、セレ
ク タが閉じられます。

上記の手順を、 Axis プリ ン トサーバを利用するネッ ト ワーク
上の Macintosh コンピュータでそれぞれ行います。

LaserWriter 8.x
プリンタ ド ライバ

以下の手順にしたがって、 プ リ ンタを選択して ください。

1. アップルメニューからセレク タを選択します。

2. LaserWriter 8.x アイコンをク リ ッ ク します。

3. お使いのネッ ト ワークに複数のゾーンがある場合、利用す
るゾーンをク リ ッ ク します。ゾーンがない場合は、ゾーン
のボッ クスは現れません。
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4. 利用するプリ ンタをク リ ッ ク して選択します。 Axis プリ
ン トサーバのプリ ンタ名は、 デフォルトで AXISxxxxxx_
ポート名、 のよ うに表示されます。 xxxxxxは、 Axis プリ
ン トサーバのシ リ アル番号の下 6桁の英数字、ポート
には LPT1、 LPT2、 または COM1が表示されます。 たとえ
ば、 「AXIS5556A3_LPT1」 のよ うにな り ます。

5. ［作成］ をク リ ッ ク します （ボタンの名前は、 LaserWriter
ド ラ イバのバージ ョ ンによって異なり ます）。 選択したプ
リ ンタが双方向印刷に対応し、 さ らに適切な PPD ファ イ
ルが利用できる場合は、インス トール作業は自動的に行わ
れるため、手順 7へ進むこ とができます。それ以外の場合
は、手順 6で説明されているよ うに、PPD ファ イルを手動
で選択する必要があ り ます。

6. お使いのプリ ンタに合った PPD ファ イルを選択し、［選択］
をク リ ッ ク します。 お使いのプリ ンタが PPD ファ イルの
リ ス トにない場合は、お使いのプリ ンタの販売元にお問い
合わせください。 プ リ ンタ固有の機能が必要ない場合は、
一般設定を使用してください。

7. ［OK］ をク リ ッ ク し、ク ローズボッ クスをク リ ッ ク します。
設定が完了し、 セレク タが閉じ られます。

上記の手順を、 Axis プリ ン トサーバを利用するネッ ト ワーク
上の Macintosh コンピュータでそれぞれ行います

双方向サポート Axis プリ ン トサーバは、 プ リ ンタ ド ラ イバがプ リ ンタ と直接
通信できるよ うにします。 これによ り、 プ リ ン ト ジ ョブの制
御が容易にな り ます。 たとえば、 プ リ ンタに内蔵されていな
いフォン トの自動ダウンロードが可能になり ます。

古いプリ ンタやMacintoshコンピュータ との互換性も提供され
ます。 つま り、 接続されたプ リ ンタが双方向通信をサポート
しない場合、Axisプリ ン トサーバは、Macintoshからのプリ ン
タに関する問い合わせに対して適切な応答を生成する こ とが
できます。

セッ トアップの確認 選択したプ リ ンタ との通信を確認するには、 Macintosh コン
ピュータから単純に何かドキュ メン ト を印刷してみて くださ
い。 印刷テス ト が思い通 りのものである場合は、 基本的なイ
ンス トールは完了したと考えるこ とができます。 これで、Axis
プ リ ン ト サーバは、 プ リ ン ト サーバと して利用する準備がで
きました。
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ASCII、 TBCP、
および BCP

ASCII（American Standard Code for Information Interchange）は、
イ ン ターネッ ト 上のコンピ ュータで最も一般的なテキス ト
ファ イルのためのフォーマッ トです。 ASCII ファ イルでは、 英
数字や特殊記号は 7 ビッ トで表されます。128文字が割り当て
られています。

TBCP （Tagged Binary Communication Protocol） と BCP （Binary
Communication Protocol） は、 プ リ ンタのシ リ アルポート とパ
ラレルポートで利用される通信プロ ト コルです。 これらのプ
ロ ト コルでは、 フ ァ イル中、 通信やプ リ ン ト ジ ョブの制御の
ために 8 ビ ッ トバイナ リデータを利用する こ とができます。
TBCP は、 ある種のプリ ンタ、 たとえば HP 社のプリ ンタでバ
イナ リデータス ト リームを利用して印刷するために必要と さ
れています。

パラメータを
設定する

AppleTalkでは、Axisプリ ン トサーバのパラ メータのいくつか
を変更するこ とができます。

� 使用するバイナリ転送プロ ト コルのタイプを選択する
（BINARY_TYPE_1、 BINARY_TYPE_2、 BINARY_TYPE_3パラ
メータ）

� AppleTalkのプリンタ タイプを指定する
（ATYPE_1、 ATYPE_2、 ATYPE_3パラメータ）

� IP アドレスを設定する （INT_ADDRパラメータ）

お使いの Axis プリ ン トサーバに IP アド レスを割り当てる と、
標準的な Web ブラウザや FTP を利用してプリ ン トサーバのす
べてのパラ メータにアクセスする こ とができるよ うにな り ま
す。 詳し くは、 69ページ 「第 10章  設定と管理」 を参照して
ください。

以下の例では、AppleTalk で Axis プリ ン トサーバのパラ メータ
を設定する方法を説明します。

重要 ： お使いのAxisプリ ン トサーバを設定する際、この例のパラ メー
タ値をそのまま利用しないでください。 お使いのプ リ ンタや
ネッ ト ワーク設定に対して適切な値を選択する必要があ り ま
す。

以下の手順にしたがってください。

1. セレク タを開きます。

2. ネッ ト ワークプ リ ンタ ド ラ イバを選択します。 LaserWriter
なら何でも構いません。

3. 名前が 「_CFG」 で終わるプリ ンタポート を選択します。



 Axis プリン トサーバユーザーズマニュアル  53
4. セレク タを閉じます。

5. テキス トエディ タ、 たとえば SimpleText を開きます。

6. 設定したいパラ メータを含むテキス ト フ ァ イルを作成し
ます。

設定した くないパラ メータは、テキス ト ファ イルに入れる
必要はあ り ません。 個々のパラ メータの有効値について
は、 105ページ 「第 14章  パラ メータ リ ス ト 」 を参照して
ください。

7. テキス ト ファ イルを印刷します。設定は、プ リ ン トサーバ
内に保存されます。

8. セレク タを開き、ドキュ メン ト を印刷するために利用する
プ リ ンタポート を選択します。

9. セレク タを閉じます。

注意 ： ! _CFGポートは、Axisプリン トサーバの電源を入れてから 1時間後に見
えな くなります。 再び見えるようにする場合は、 Axis プリン トサー
バを再起動する必要があります。

BINARY_TYPE_1. :BCP
INT_ADDR. :192.168.70.183
ATYPE_1. :EPSONLQ2
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第 8章 セッ トアップ - UNIX

UNIX環境でのインストール

15ページ「IP アド レスの割り当て」の手順にしたがって TCP/IP
の基本設定を完了すれば、 LRP、 FTP、 ReverseTelnet を利用し
た印刷が可能になり ます。

まずは、 Axis プリ ン トサーバをホス トのスプーラに統合する
必要があ り ます。 この作業には、 axintall を利用するこ とがで
きます。このユーティ リティ ソフ ト ウェアはAxisプリ ン トサー
バに常駐し、FTP を利用してホス トにスク リプ ト をダウンロー
ドするので、ディ スクを必要と しません。 axinstall スク リプ ト
は AXIS Online CD に含まれています。

この作業を終了する と、 Axis プ リ ン トサーバはまるでホス ト
プ リ ンタスプーラに直接接続されているかのよ うに見える よ
うにな り ます。

マルチプロ ト コル環境で Axis プリ ン トサーバを利用する場合
は、 以下の章も参照して ください。

23ページ 「第 4章  セッ トアップ - Windows」

45ページ 「第 6章  セッ トアップ - OS/2」

39ページ 「第 5章  セッ トアップ - NetWare」

49ページ 「第 7章  セッ トアップ - Macintosh」
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ホストのプリンタ
スプーラへの
組み込み

Axis プリ ン トサーバをホス トのプ リ ンタスプーラに統合する
には、 中にある自動インス トールスク リプ ト axinstall を利用
するこ とができます。以下の手順にしたがい、 FTP を利用して
お使いのホス トにこのスク リプ ト を転送して ください。

1. 以下のコマン ドを利用して Axis プリ ン トサーバにログイ
ンします。

ftp ホス ト名 または ftp IP アド レス

2. ユーザ ID と して root、パスワード と して pass を入力します。

3. 以下のコマン ドを利用してスク リプ ト を転送します。

get axinstall 

お使いの FTPのバージ ョ ンによ り、 quit、 bye、 exit コマン ド
を利用してログアウ ト します。

axinstall スクリプ ト を転送するための典型的な FTP セッシ ョ ン

> ftp npserver

connected to npserver.

220 AXIS 5600+ FTP Print Server v6.30 May 17 2002 
ready.

Name (npsserver:thomas): root

331 User name ok, need password

Password: pass （見えません）
230 User logged in

ftp> get axinstall

200 PORT command successful.

150 Opening data connection for axinstall 
(192,36,253,4,13,223), (mode ascii).

226 Transfer complete.

local: axinstall remote: axinstall

61187 bytes received in 14 seconds (4.2 kbytes/s)

ftp> bye

221 Goodbye.

>
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これで、 お使いのホス トに axinstall スク リプ トが転送されま
した。 以下のコマン ドを利用してスク リプ ト を実行します。

sh axinstall

手順が示され、 インス トール作業がガイ ド されます。 インス
トールの間に、印刷方法を選択するよ う尋ねられます。LPD を
選択する こ とを推奨します。 印刷方法の選択に関してガイ ド
が必要な場合は、 以降のページを参照して く ださい。 また、
axinstall スク リプ ト を利用した UNIX 環境での設定の詳細は、
AXIS Online CD に含まれている 「補足資料」 を参照して くだ
さい。
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TCP/IP ネッ トワークにおける印刷方法

Axis プリ ン トサーバは、 TCP/IP 環境で利用できるいくつかの
印刷方法に対応しています。 axinstallは、特定の UNIX システ
ムに合った印刷方法を提示しますが、 印刷の用途に合った別
の方法を選択するこ と もできます。

以下の図には、 UNIX での印刷方法で利用されるデータの流れ
が示されています。 それぞれの方法には、 長所と短所があ り
ます。 以下の情報をも とに、 どの方法を利用するか決定して
ください。

UNIX での印刷方法の例

LPD LPD （Line Printer Daemon） は、 ホス ト間でプ リ ン トジ ョブを
転送するためのプロ ト コルです。ほとんどの UNIX システムで
推奨される方法ですが、 System V 系 UNIX の中には LPD に対
応していないものもあ り ます。

長所 ：

セッ ト アップが簡単で、 System V系 UNIX では Axis プリ
ン トサーバを リモートキューと してインス トールし、 BSD
系 UNIX では、rm、rp フ ィールドを利用して /etc/printcap
にリモートプ リ ンタを追加します。

短所 ：

スプーラ機能や、 printcap、 lpr オプシ ョ ン （BSD
系UNIX）、たとえば、複数コピー等が利用できません。

"
印刷する

印刷

フ ィルタ /
パラレルポー ト

プリンタ

名前付きパイプ

PROS

装置

直接 LPD FTP
Reverse Telnet PROS B

PROS A

AXIS 5600+ または 5400+

直接接続された
フ ァ イル

FTP
Reverse Telent

スプーラ

インター
フ ェ イス
モデル

プリンタ

印刷デーモン
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FTP FTP （File Transfer Protocol） は、 ホス ト間でファ イルを転送す
るために利用されます。

長所 ：

ホス ト上の業界標準ネッ ト ワーク ソフ ト ウェア （ftp コマ
ン ド） を利用できます。

短所 ：

プリ ンタのステータスログを取るこ とができません。 BSD
系 UNIXの場合は、他の入力フ ィルタ、出力フ ィルタ と共
存できないか、入力または出力フ ィルタを両方と も利用で
きません。 System V 系 UNIX では、 フ ィルタもインター
フェースプログラムも利用できません。

PROS Axis で開発されたプロ ト コルです。名前付きパイプ（PROS A）、
フ ィルタ （PROS B） の二種類があ り ます。

PROS A PROS A - 長所 ：

Axis プ リ ン トサーバは、 システムにとってはデバイス と
して見えます。 これによ り、 フ ィルタやモデルオプシ ョ ン
が利用できるよ うにな り ます。アカウン ト統計やステータ
スログの取得機能が提供されます。双方向印刷に対応して
います。プ リ ンタからの リードバッ ク情報は、 ログファ イ
ル中で見るこ とができます。

PROS A - 短所 ：
PROS A ド ラ イバを生成するには、 C コンパイ ラが必要に
なり ます。

PROS B PROS B - 長所 ：
アカウン ト統計やステータスログの取得機能が提供され
ます。双方向印刷に対応しています。プ リ ンタからの リー
ドバッ ク情報は、 ログファ イル中で見るこ とができます。

PROS B - 短所 ：
PROS B ド ラ イバを生成するには、 C コンパイ ラが必要に
なり ます。 BSD系 UNIXの場合は、 他の入力フ ィルタ、 出
力フ ィルタ と共存できないか、入力および出力フ ィルタを
両方と も利用できません。 System V 系 UNIX では、 イン
ターフェイスプログラムは利用できません。
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Reverse Telnet ター ミナルサーバのプ リ ンタポート経由での印刷に使用しま
す。 すでに Reverse Telnet ド ライバがインス トールされている
場合のみ、 推奨される方法です。

長所 ：

Reverse Telnet ド ラ イバがインス トールされていれば、セッ
ト アップは簡単です。

短所 ：

ステータスログを取るこ とができません。ド ラ イバは Axis
プリ ン トサーバには付属していません。既存のド ラ イバは
低速の場合があ り ます。

他の UNIX システム ほとんどの UNIX システムは、 BSD系か System V系に似てい
るため、工夫をすれば、その他の UNIXに対しても解決策を考
えるこ とが可能です。

システムが BSD 系 UNIX のソケッ ト型ネッ ト ワークサポート
を持っている場合は、 prosbsd （Axis プリ ン トサーバの bsd
デ ィ レ ク ト リ 内） を出発点 と し て利用でき ます。 これは、
stdin からプ リ ン トデータを受け取り、 stderr にログファ
イルを書き込みます。 stdoutには何も書き込みません。

あるいは、 FTP が利用できるかも しれません。 出発点と して
bsd/ftp_bsd や sysv/ftp_sysv を利用する と よいでし ょ
う 。
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Axis プリ ン トサーバは、 印刷データを変更する強力な機能を
備えています。 ご希望の印刷フォーマッ ト を、 お使いのプ リ
ンタで利用するこ とができます。 Axis プ リ ン トサーバは、 以
下の機能に対応しています。

� プリンタに合わせて文字列を変換

� 印刷データの前後に文字列を追加

� 印刷データ内の文字列を置換

� ASCIIから PostScript に変換

� プリンタがビジーの場合、 印刷データを他のプリンタに
リダイレク ト

� 印刷の問題解決に役立つ 16進ダンプモード

論理プ リ ンタは、 これらの機能を利用する場合に、 プ リ ンタ
ポートに印刷データが送られる前に印刷データを変換するた
めに使用します。 印刷データをフ ィルタ リ ングするよ う設定
できる論理プリ ンタは、 全部で 8つあ り ます。

デフォルトの論理プリ ンタの設定では、 論理プリ ンタ PR1 ～
PR4 は印刷データの流れに変更を加えません。 論理プ リ ンタ
PR5～ PR8は、 LF制御文字に CR を付加します。

それぞれの論理プリ ンタは、 Axis プリ ン トサーバの内部 Web
ページから設定するこ とができます。Webブラウザを起動し、
［場所 / アド レス］ フ ィールドにプリ ン トサーバの IP アド レス
を入力して ください。 ［admin］ ボタンをク リ ッ ク し、 ［Logical
Printer Settings］ ボタンをク リ ッ ク して ください。

論理プリ ンタは、config ファ イルを編集して設定するこ と もで
きます。

論理プリンタ データへの変更

PR1 変更なし
PR2 変更なし
PR3 変更なし
PR4 変更なし
PR5 LF に CR を付加
PR6 LF に CR を付加
PR7 LF に CR を付加
PR8 LF に CR を付加
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注意 ： ! 以下の例は、標準的な Web ブラウザを利用した設定方法について説
明します。 config フ ァイルを直接編集する場合は、 単純に対応する
パラ メータの値を変更して く ださい。

! 以下の例は、 論理プリンタを設定する参考と してご覧く ださい。 実

際には、 お使いのネッ トワークでの必要性に応じて論理プリンタを
設定する必要があります。

! 利用可能なパラメータについては、105 ページ 「第 14章  パラメータ
リス ト 」 を参照して く ださい。

! 利用可能な管理ツールについては、69 ページ 「第 10章  設定と管理」
を参照して く ださい。

プリン トジ ョ ブの
前後に文字列を

付加する

この機能は、 それぞれのプ リ ン ト ジ ョブの前後にプ リ ンタの
制御コマン ドを送る方法を提供します。 各論理プ リ ンタに対
し、 別々に指定するこ とができます。

すべての文字列は、 16 進のバイ ト値と して入力します。 プ リ
ン ト ジ ョブの前後に文字列を付加する場合は、 次の 「文字列
の置換」 の 2番目の例を参照して ください。

文字列の置換 文字列の置換機能は、 印刷データ上で検索 ・置換操作を実行
します。 主な用途は、 プ リ ンタの制御コマン ドを置換する こ
とです。 それぞれの論理プリ ンタに対して、 最大 20組までの
文字列置換を指定するこ とができます。

すべての文字列は 16進のバイ ト値と して入力し、 それぞれの
検索 ・置換文字列の前にカウン トバイ ト を置く必要があ り ま
す。

文字列置換パラ メータ （PRx_STR） を編集して、 コマン ド文字
列を置換します。

例 ： 論理プリ ンタ 1 に対して、 UNIX の改行 （16 進 0A） を ASCII
の改行 （16進 0D 0A） で置き換える と仮定します。

以下の手順にしたがって、 コマン ド文字列を置換して くださ
い。

1. Axisプリ ン トサーバの内部Webページを開きます。
［admin］ ボタンをク リ ッ ク し、 ［Logical Printer Settings］
をク リ ッ ク します。

2. ［PR1］ タブを選択します。
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3. ［String Substitutions］ パラ メータに、 01 0A 02 0D 0A を
入力します。

4. ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

これは、論理プリ ンタ （PR5～ PR8） に対するデフォルト設定
です。

例 ： デフォルトのエ ミ ュレーシ ョ ンモードがPR201Hであるよ う な
キヤノン製の LIPSプリ ンタに対し、UNIXからシフ ト JIS漢字
コー ド を含むテキス ト フ ァ イルを印刷する と仮定し ます。
PR201H モードでは、 シフ ト JIS、 EUC、 JIS のどの漢字コード
を送っても、 そのままでは漢字を出力するこ とはできません。
そこで、 プ リ ン トジ ョブの前に PR201H モードを LIPS に切り
替えるコマン ド （16 進 1B 25 30） を送り、 印刷中は UNIX の
改行を DOSの改行で置換し （上の例を参照）、プ リ ン トジ ョブ
の後に改ページコマン ド （16進 0C） とモードを PR201Hに戻
すコマン ド （16 進 1B 25 31） を送るよ う な設定を論理プリ ン
タ 1に対して行うには、 以下の手順にしたがってください。

1. Axis プリ ン トサーバの内部Webページを開きます。
［admin］ ボタンをク リ ッ ク し、 ［Logical Printer Settings］
をク リ ッ ク します。

2. ［PR1］ タブを選択します。

3. ［String Before Print Job］ パラ メータに、 文字列 1B 25 40
1B 25 30 を入力します。

4. ［String Substitutions］ パラ メータに、 文字列 01 0A 02 0D
0A を入力します。

5. ［String After Print Job］パラ メータに、文字列 01 1B 25 31
を入力します。

6. ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

注意 ： ! 文字列の置換を多用すると、Axisプリン トサーバのスループッ トが低
下します。

16進コード 説明

01 検索する文字列の長さ
0A 検索する文字列
02 置換する文字列の長さ
0D 0A 置換する文字列
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ASCIIから Postscript
への変換

Axisプリ ン トサーバの論理プリ ンタは、ASCII形式の印刷デー
タを PostScript形式に変換するこ とができます （ただし、日本
語には対応していません）。 この機能によ り、PostScriptに対応
していないホス トから PostScriptプリ ンタに印刷を実行するこ
とができます。 変換は、 ASCIIデータを PostScript に変換する
フ ィルタをアクテ ィブにする こ とによ り選択されます。 この
フ ィルタは、 それぞれの論理プ リ ンタに対して別々に実行す
るこ とができます。

印刷言語変換パラ メータ （PRx_FILT） を設定し、ご希望のフ ィ
ルタをアクティブにして ください。

例 ： 以下の手順にしたがって、論理プリ ンタ 2に対して ASCIIの印
刷データを PostScriptに変換して ください。

1. Axisプリ ン トサーバの内部Webページを開きます。
［admin］ ボタンをク リ ッ ク し、 ［Logical Printer Settings］
ボタンをク リ ッ ク します。

2. ［PR2］ タブを選択します。

3. ［Printer Language Translation］ パラ メータを、 POSTSCR
に設定します。

4. ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

パラ メータ値 AUTO_PS を選択した場合、それぞれのプリ ン ト
ジ ョブに対する印刷データが検索され、ASCIIデータがあった
場合にはPostScriptへの変換を実行します。印刷データがASCII
か PostScriptか定かでない場合に推奨されるパラ メータです。

PostScriptの設定 論理プリ ンタを PostScript変換に対して設定した場合は、以下
の項目を指定してください。

� ページサイズ

� ページの向き

� ページのフォーマッ ト

� 使用するフォン ト
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デフォルトのページサイズは A4、ページの向きは縦置き、ペー
ジのフォーマッ トは以下のよ うにな り ます。

PostScript フォン トは、 プ リ ンタにインス トールされている欧
文フォン ト であればどれを使用しても構いません。 フォン ト
が指定されていない場合は、 Courierが使用されます。

例 ： 以下の手順にしたがって、 論理プリ ンタ 2に対して PostScript
パラ メータを設定してください。

1. Axis プリ ン トサーバの内部Webページを開きます。
［admin］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 ［Logical Printer Settings］
ボタンをク リ ッ ク します。

2. ［PR2］ タブを選択します。

3. ［Printer language Translation］パラ メータを、POSTSCRに
設定します。

4. ［PostScript Page Size］ パラ メータを、 LETTERに設定しま
す。

5. ［PostScript Page Orientation］ パラ メータを、 LANDSに設
定します。

6. ［PostScript Page Format］ パラ メータに、 48 0 120 60 30
50 を入力します。

7. ［PostScript Font］ パラ メータに、 Helvetica を入力します。

8. ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

ページフォーマッ ト デフォルト値

1 ページ当たりの行数 66

1 行当たりの文字数 0 0=行の折り返しは無効

1インチ当たりの文字数 10.0

1 インチ当たりの行数 60 60 = 1 インチ当たり 60 行

左マージン 30 30 = 3.0 mm

上マージン 50 50 = 5.0 mm

16進コード 説明

48 1 ページ当たり 48 行
0 行の折り返しは無効
120 1 インチ当たり 12 文字
60 1 インチ当たり 6行
30 左マージンは 3mm
50 上マージンは 5mm
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プリンタがビジーの
時にプリン トジ ョ ブ
をリダイレク トする

すでにビジー状態になっているプ リ ンタが印刷データを受け
取った場合、 ホス トは待機する必要があ り ます。 このよ う な
場合、Axisプリ ン トサーバは目的のプリ ンタがビジーの時に、
論理プ リ ンタを利用して別の論理プ リ ンタにプ リ ン ト ジ ョブ
を リ ダイレ ク トする こ とができます。 2 番目のプ リ ンタ もビ
ジーの場合は、 ホス トは目的のプ リ ンタがレディー状態にな
るまで待機する必要があ り ます。

例 ： 以下の手順にしたがって、 論理プリ ンタ 1 に割り当てたプリ
ンタがビジーの時に、 論理プリ ンタ 1 のプリ ン トジ ョブを論
理プリ ンタ 3にリダイレク ト して ください。

1. Axisプリ ン トサーバの内部Webページを開きます。
［admin］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 ［Logical Printer Settings］
ボタンをク リ ッ ク して ください。

2. ［PR1］ タブを選択します。

3. ［Physical Port］ パラ メータを、 LPT1に設定します。

4. ［Secondary Printer］ パラ メータを、 PR3に設定します。

5. ［Wait On Busy］ パラ メータを、 NOに設定します。

6. ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

7. ［PR3］ タブを選択します。

8. ［Physical Port］ パラ メータを、 LPT2に設定します。

9. ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

注意 ： ! 論理プリンタのリダイレク トはネス トできません。 上の例で、 論理

プリンタ 3 が別の論理プリンタにリダイレク ト されていても、 論理
プリンタ 3 がビジーの場合はプリン トジ ョ ブはそれ以上リダイレク
ト されません。

! 両方のプリンタがビジーの場合は、 プリン トジ ョ ブは現在アクテ ィ

ブなプリン トジ ョ ブを最初に終えたプリンタに印刷されます。

情報のリードバック Axis プリ ン トサーバは、 双方向印刷に対応しています。 プ リ
ンタからの情報は、 リードバッ クポートパラ メータ （PRx_IN）
がデフォルト値の AUTOに設定されている場合、リードバッ ク
されます。 ただし、 プ リ ンタ も双方向印刷に対応している必
要があ り ます。

双方向印刷について詳し くは、 お使いのプ リ ンタに付属のマ
ニュアルを参照して ください。
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例 ： 以下の手順にしたがって、 論理プリ ンタ 1 に対する双方向通
信を無効にして ください。

1. Axis プリ ン トサーバの内部Webページを開きます。
［admin］ ボタンをク リ ッ ク し、 ［Logical Printer Settings］
ボタンをク リ ッ ク します。

2. ［PR1］ タブを選択します。

3. ［Read Back Port］ パラ メータを、 NONEに設定します。

4. ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

16進ダンプモード
を利用して

デバッグする

16 進ダンプモードがアクテ ィブになっている場合は、 印刷
データは文字ではなく、16進のバイ ト値と して印刷されます。
プ リ ンタの制御コマン ド も 16進の値と して印刷されます。 ど
のよ う な制御文字や印刷文字がプ リ ンタに送られよ う と して
いるかを調査する こ と を可能にし、 解決の困難な印刷に関す
る問題のデバッグ機能と して利用できます。

例 ： 以下の手順にしたがって、論理プリ ンタ 3に対して 16進ダン
プモードをアクティブにして ください。

1. Axis プリ ン トサーバの内部Webページを開きます。
［admin］ ボタンをク リ ッ ク し、 ［Logical Printer Settings］
ボタンをク リ ッ ク します。

2. ［PR3］ タブを選択します。

3. ［Hex Dump Mode Enabled］ オプシ ョ ンを、 YES に設定し
ます。

4. ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

注意 ： s ! 16進ダンプモードのページ長は、PostScriptページフォーマッ トパラ
メータの 1ページ当たりの行数によって決定されます。
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第 10章 設定と管理

Axis プリ ン トサーバが提供する設定 ・ 管理ツールを利用する
と、 以下のこ とが行えます。

� config ファイルを編集し、 プリン トサーバのパラメータを
変更する

� プリン トジ ョ ブに関する拡張情報を取得する

� プリンタポートのステータスを取得する

� プリンタを監視する

� Axis プリン トサーバを工場出荷時の状態に戻す

� Axisプリン トサーバのファームウェアをアップグレードす
る （詳し くは、 99ページ 「第 12章  ソフ トウェアの更新」
を参照して く ださい）

設定の概要 Axis プ リ ン トサーバを設定 ・ 管理する方法は、 ネッ ト ワーク
で利用しているオペレーテ ィ ングシステム とプロ ト コルに
よって異な り ます。 以下の表に、 Axis プリ ン トサーバが対応
するそれぞれの環境において、 設定 ・ 管理で使用する方法に
ついて示します。

プロ ト コル （OS） 設定 ・管理方法

TCP/IP （UNIX、 Windows 
95/98/NT/2000/Me）

70ページ 「Web ブラウザを利用する」
82ページ 「FTP を利用する」
85ページ 「Telnet を利用する」
88ページ 「SNMP を利用する」

NetBIOS/NetBEUI （Windows 95、
98、 Me、 NT、 OS/2） 75ページ 「AXIS NetPilot を利用する」

IPX/SPX 
（NetWare）

75ページ 「AXIS NetPilot を利用する」
90ページ 「ノベル社のユーティ リテ ィ
を利用する」

AppleTalk

（MacOS）
70ページ 「Web ブラウザを利用する」
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Web ブラウザを利用する

Axis プリ ン トサーバに有効な IP アド レスを設定すれば、 Java
が利用できる Webブラウザから自由に Axisプリ ン トサーバの
内部Webページにアクセスできるよ うにな り ます。 IP アド レ
スの設定については、 15 ページ 「IP アド レスの割り当て」 を
参照して ください。

Axisプリ ン トサーバの内部Webページは、ユーザモード（User）
と管理者モード （admin） の二種類に分かれています。

User ユーザモードでは、 パラ メータの細かい設定を行う こ とはで
きません。 ユーザモードは、 管理者権限を持たないユーザが、
プ リ ン トジ ョブやプリ ンタのプロパティを内部 Web ページで
確認するためのページです。 プ リ ン ト サーバの設定を変更す
る場合は、 管理者モードに入る必要があ り ます。

Admin 管理者モードでは、 プ リ ン ト サーバのすべてのパラ メータに
アクセスし、 自由に設定を変更する こ とができます。 管理者
モードはネッ ト ワーク管理者のためのページで、 権限のない
ユーザによ るプ リ ン ト サーバのパラ メータ変更を防ぐため
に、 パスワードで保護されています。

注意 ： ! config ファイル内の ROOT_PWDパラメータの設定が、デフォルトパス
ワードの pass から変更されていない場合、 管理者モードへのアク

セスに対するパスワード保護は実行されません。

内部 Webページに
アクセスする

以下の手順にしたがって、Axisプリ ン トサーバの内部Webペー
ジにアクセスして ください。

1. Webブラウザを起動します。

2. ［場所 / アド レス］ フ ィールドに、 Axis プリ ン トサーバの
ホス ト名または IP アド レスを入力します。
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3. ユーザモードのホームページが開きます。

Axis プリン トサーバユーザモードのホームページ

4. ［admin］ ボタンをク リ ッ ク し、 管理者モードに入り ます。
管理者用のパスワードがデフォルトのpassに設定されて

いる場合は、 ユーザ IDに root を入力して ください。

ユーザモードの
機能

ユーザモードでは、 以下の機能が利用できます。 また、 イン
ターネッ ト をご利用の場合は、 Axis のロゴをク リ ッ クする と
Axisのホームページに移動します。

［Printer Overview］ ページには、 Axisプリ ン トサーバの一般的
な設定が表示されます。定義されている場合は、プ リ ン トサー
バの名前や位置が表示されます。

設定ウ ィザードを実行して Axis プリ ン トサーバの基本的な設
定を行う こ とができます。

プ リ ンタアイコンをク リ ッ クする と、 接続されているプ リ ン
タの概要が表示されます。 接続されているプ リ ンタのステー
タスや、対応する機能が表示されます。表示される情報は、プ
リ ン タの種類によって異な り ます。 このページからテス ト
ページを印刷するこ と もできます。
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［Print Jobs］ ページでは、印刷されたバイ ト数、 プ リ ン トジ ョ
ブを実行したユーザ情報などを含む、 現在のプ リ ン ト ジ ョブ
のステータスが表示されます。 また、 ユーザ、 プロ ト コル、
フ ァ イルサイズなどを含むプ リ ン ト ジ ョブを、 最新のログか
ら順番に 20個まで表示します。 接続されているプリ ンタの利
用時間をも とに、 プ リ ンタの利用方法をコン ト ロールする こ
とが可能です。

［General Help］ ページでは、 Axis プ リ ン トサーバの基本的な
情報がされます。お使いの PC にプリ ンタをインス トールする
ためのツールについても、 簡単に説明しています。

ウィザード Configuration Wizard を利用すれば、 画面の手順にしたがって
デフォル ト の設定を確認しながらパラ メータを変更でき ま
す。 ウ ィザードを完了すれば、 プ リ ン ト サーバはプ リ ンタや
ネッ ト ワークに合わせて正し く設定されます。

管理者モードの
機能

管理者モードでは、 以下の機能が利用できます。

Axis プリン トサーバ管理者モードのホームページ

［This Print Server］ ページでは、 プ リ ン トサーバ名、 ノードア
ド レス、 パスワードなどを含む、 Axis プリ ン トサーバの一般
的なパラ メータ設定の確認および 変更が行えます。また、8つ
の論理プリ ンタの設定も行えます。 Axis プリ ン トサーバの再
起動、 および工場出荷時のデフォル ト設定への リ セッ ト など
の管理作業も行えます。
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プ リ ンタアイコンをク リ ッ クする と、 接続されているプ リ ン
タの概要が表示されます。 このページでは、 接続されている
プ リ ンタのステータスや機能が表示されます。 表示される情
報は、 プ リ ンタの種類によって異な り ます。 このページから
テス トページを印刷するこ と もできます。

［Print Jobs］ ページでは、印刷されたバイ ト数、 プ リ ン トジ ョ
ブを実行したユーザ情報などを含む、 現在のプ リ ン ト ジ ョブ
のステータ スが表示されます。 また、 ユーザ、 プロ ト コル、
ファ イルサイズなどを含むプ リ ン ト ジ ョブを、 最新のログか
ら順番に 20個まで表示します。 接続されているプ リ ンタの利
用時間をも とに、 プ リ ンタの利用方法をコン ト ロールする こ
とが可能です。

［Network Settings］ ページでは、Axisプリ ン トサーバとのネッ
ト ワーク ト ラフ ィ ッ クをコン ト ロールするすべてのパラ メー
タを設定する こ とができます。 対応するネッ ト ワークプロ ト
コルの有効 ・無効の切り替えや、 パラ メータ設定の調整が行
えます。

警告！ ! ネッ トワークに関連する設定は、 ネッ トワーク管理者が行うように

して く ださい。

［Support］ ページでは、 インス トールおよび印刷に関する問題
解決に役立つ情報を提供します。 問題が速やかに解決しない
場合は、 サーバレポート を利用して ください。 サーバレポー
トには、 Axis プ リ ン トサーバの設定、 接続されているプ リ ン
タ、 および現在のネッ ト ワーク設定などの情報が含まれてお
り、 問題解決に役立ちます。

［Statistics］ ページでは、 Axis プリ ン トサーバとのネッ ト ワー
ク ト ラフ ィ ッ クに関する情報、 また Axis プリ ン トサーバに接
続されているサーバや関連するサービスについての情報が表
示されます。

［Help Contents］ ページでは、 Axisプリ ン トサーバの内部Web
ページから行える設定・管理の概要について表示します。様々
な環境で Axis プ リ ン ト サーバをインス ト ールする手順や、
フ ァームウ ェアのア ップグレードの手順について説明し ま
す。 ［Index］ ボタンをク リ ッ クする と、オンラインヘルプへの
項目ごとの リ ンクが表示されます。

パラメータ リスト
ボタン

［Parameter List］ ボタンをク リ ッ クする と、 プ リ ン トサーバの
現在のパラ メータ設定をすべて表示します。
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再起動ボタン ［Restart］ ボタンをク リ ッ クする と、 プ リ ン トサーバを再起動
します。

ファク ト リ
デフォルトボタン

［Factory Default］ ボタンをク リ ッ クする と、プ リ ン トサーバの
設定を工場出荷時のデフォルト設定に戻します。ただし、 ノー
ドアド レス （NODE_ADDR）、 IP アド レス （IP_ADDR）、 DHCP
の有効 ・無効 （DHCP_ENABLE） を切 り換えるパラ メータは、
リセッ ト されません。

ファームウェア
アップグレード

ボタン

この機能は、 日本では対応していません。
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AXIS NetPilot を利用する

AXIS NetPilotは、IPX/SPX または NetBIOS/NetBEUIプロ ト コル
経由の通信をサポートするネッ ト ワーク上で、 Axis プ リ ン ト
サーバを設定するためのツールです。

AXIS NetPilot を利用して、 以下のこ とが行えます。

� Axis プリン トサーバのパラメータ値を変更する

� ネッ トワーク環境の設定を変更する

� ネッ トワーク上でプリンタを監視する

� 管理を簡素化するためにプ リ ン トサーバの論理的なグ
ループを作成する

� Axis プリン トサーバをアップグレードする

AXIS NetPilot を
起動する

［スタート ］ メニューから、 ［AXIS ユーテ ィ リテ ィ （または、
インス トールディ レク ト リ と して指定した名前）］ - ［NetPilot］
- ［AXIS NetPilot］ を選択し、 AXIS NetPilot を起動します。

AXIS NetPilotのメインウィンドウ
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パラメータ値を
変更する

AXIS NetPilotには、パラ メータ値を変更するための便利なツー
ルが二つあ り ます。

� プロパティページ ： config ファイルの編集経験があまりな
い方で、視覚的に分かりやすいインターフェイスを必要と
する場合は、 プロパティページを利用して く ださい。

� パラメータ リス トエディ タ ： config ファイルの編集に慣れ
ている方は、素早く 、効率的な編集が可能なパラメータ リ
ス トエディ タを利用して く ださい。

プロパテ ィページ プロパティページを利用する と、 パラ メータの確認および変
更を簡単に行う こ とができます。 プロパテ ィページは、 お使
いの環境にとって適切なタブのセッ ト で構成されます。 個々
のパラ メータは、 適切なボッ ク スを選択して編集する こ とが
できます。

以下の手順にしたがって、 任意のプロパティページの編集を
行ってください。

1. ［設定済プリ ン トサーバ］ フォルダから設定する Axisプリ
ン トサーバを選択します。

2. AXIS NetPilotのツールバーから ［プロパティ ］ ボタンをク
リ ッ クするか、 メニューから ［セッ ト アップ］ - ［プロパ
ティ ］ を選択します。

3. 変更したいパラ メータを含むタブを選択します。

4. 値を変更します。

5. ［適用］ をク リ ッ ク し、変更を保存します （［OK］ をク リ ッ
クする と、変更を保存してプロパティ ウ ィン ド ウを閉じま
す）。

パラメータ リス ト
エディ タ

パラ メータ リ ス ト エディ タは、 以下のこ と を可能にするシン
プルなエディ タです。

� Axis プリン トサーバの config ファイルを編集する

� お使いのハードディスクにカスタマイズされた configファ
イルを保存する

� 複数の Axis プリン トサーバを同時に設定する

1. メニューから ［セッ ト アップ］ - ［パラ メータ リ ス ト の編
集］ を選択します。
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2. config ファ イルの読み込み先と して ［ファ イルから］、 ま
たは ［プリ ン トサーバから］ を選択します。

3. ［読み込み］ ボタンをク リ ッ ク します。 config ファ イルの
内容がエディ タに表示されます。

4. config ファ イルを編集します。

5. 適切な保存先を ［ファ イルへ］、 または ［プリ ン トサーバ
へ］ から選択します。

6. ［保存］ をク リ ッ ク し、 変更した config ファ イルを保存し
ます。

ネッ トワーク環境を
変更する

［ネッ ト ワーク環境］ ウ ィン ド ウから、 対応する環境のネッ ト
ワーク設定を変更するこ とができます。

以下の手順にしたがって、 ［ネッ ト ワーク環境］ ウ ィン ド ウに
アクセスして ください。

1. ［設定済プリ ン トサーバ］ フォルダから設定する Axisプリ
ン トサーバを選択します。

2. AXIS NetPilotのツールバーから ［ネッ ト ワーク］ ボタンを
ク リ ッ クするか、 メニューから ［セッ ト アップ］ - ［ネッ
ト ワーク］ を選択します。

3. 変更する環境のタブを選択します。
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プリンタを監視する プ リ ン タの監視を容易にするため、 プ リ ン タの論理的なグ
ループを作成する こ とができます。 個々のプ リ ンタのステー
タスが、 AXIS NetPilotのウ ィン ド ウに表示されます。

AXIS NetPilotの監視ウィンドウ

プリンタグループを
作成する

以下の手順にしたがって、 プ リ ンタグループを作成して くだ
さい。

1. ［監視対象プリ ンタ］ フォルダを選択します。

2. AXIS NetPilotのツールバーから ［新グループ］ ボタンをク
リ ッ クするか、 メニューから ［ファ イル］ - ［新しいプ リ
ンタグループ］ を選択します。

3. テキス ト フ ィール ドにプ リ ン タ グループ名を入力し、
［OK］ をク リ ッ ク します。

プリンタグループに
プリンタを追加する

以下の手順にしたがって、 プ リ ンタグループにプ リ ンタを追
加し ください。

1. ［監視対象プ リ ンタ］ フォルダに含まれるプ リ ンタグルー
プフォルダを選択します。

2. AXIS NetPilotのツールバーから ［追加］ ボタンをク リ ッ ク
するか、 メニューから ［フ ァ イル］ - ［プ リ ンタの追加］
を選択します。
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3. プリ ンタの追加ウ ィン ド ウが表示されます。グループに追
加するプ リ ン タが接続されているプ リ ン ト サーバを ク
リ ッ ク し、次にプリ ンタが物理的に接続されているポート
を選択します。 ［OK］ をク リ ッ ク します。

プリンタを調べる 以下の手順にしたがって、 プ リ ンタを監視します。

1. ［監視対象プ リ ンタ］ フォルダに含まれるプ リ ンタグルー
プフォルダを選択します。プ リ ンタのステータスが、AXIS
NetPilotの右側の領域に表示されます。

2. 新しいウ ィン ド ウを開いてステータスを表示する場合は、
AXIS NetPilot ツールバーの ［監視］ ボタンをク リ ッ ク しま
す。

論理的に関係のある
プリン トサーバを
グループ化する

AXIS NetPilot は、 管理を簡素化するためにプリ ン トサーバの
論理的なグループを作成する こ とができます。 インス トール
されたプ リ ン ト サーバは ［設定済プ リ ン ト サーバ］ フォルダ
に表示され、 これらのプ リ ン ト サーバに対するシ ョート カッ
ト をプ リ ン ト サーバグループに追加する こ と ができ ます。
シ ョート カッ ト上で行われた管理操作は、 プ リ ン ト サーバの
機能に影響します。

プリン トサーバ
グループを作成する

以下の手順にしたがって、 プ リ ン ト サーバグループを作成し
て ください。

1. ［AXISプリ ン トサーバ］ フォルダを選択します。

2. AXIS NetPilotのツールバーから ［新グループ］ ボタンをク
リ ッ クするか、 メニューから ［ファ イル］ - ［新しいプ リ
ン トサーバグループ］ を選択します。

3. テキス ト フ ィールドにプ リ ン ト サーバグループ名を入力
し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

プリン トサーバ
グループにプリンタ

を追加する

以下の手順にしたがって、 プ リ ン ト サーバグループにプ リ ン
トサーバを追加し ください。

1. ［AXISプリ ン トサーバ］ フォルダに含まれるプ リ ン トサー
バグループフォルダを選択します。

2. AXIS NetPilotのツールバーから ［追加］ ボタンをク リ ッ ク
するか、 メニューから ［ファ イル］ - ［プ リ ン トサーバの
追加］ を選択します。
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3. ネッ ト ワークプ リ ン ト サーバの追加ウ ィ ン ド ウが表示さ
れます。 プ リ ン トサーバを選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク しま
す。

プリン トサーバを
調べる

以下の手順にしたがって、 プ リ ン トサーバを監視します。

1. ［AXISプリ ン トサーバ］ フォルダに含まれるプリ ン トサー
バグループフォルダを選択します。

2. プリ ン トサーバを選択します。

プリンタ情報 以下の手順にしたがって、 ［監視］ ウ ィン ド ウに表示されてい
るプ リ ンタから詳しいプ リ ンタ情報を取得します （情報は接
続されているプ リ ンタによって異なり ます）。

1. ［監視対象プリ ンタ］フォルダから、利用するプリ ンタフォ
ルダを選択します。

2. 利用するプ リ ン タプ リ ン タア イ コ ンを ク リ ッ ク し、 メ
ニューから ［ファ イル］ - ［プリ ンタ情報］ を選択します。

AXIS NetPilotのプリンタ情報ウィンドウ
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また、 ［概要］ ウ ィン ド ウでも詳しいプリ ンタ情報を見るこ と
ができます （情報の内容は接続されたプ リ ンタによって異な
り ます）。

AXIS NetPilotの概要ウィンドウ

プリン トサーバを
アップグレードする

Axisプリ ン トサーバの製品ソフ ト ウェア （ファームウェア） を
アップグレードするために、 AXIS NetPilot のファームウェア
ウ ィザードを利用するこ とができます。 詳し くは、

その他 AXIS NetPilot の機能について詳し くは、 AXIS NetPilot オンラ
インヘルプ、 または付属の 「補足資料」 を参照して ください。
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FTP を利用する

Axisプリ ン トサーバに有効な IP アド レスを割り当てれば、FTP
（File Transfer Protocol）を利用して Axis プリ ン トサーバのパラ
メータ設定を変更するこ とができます。 IP アド レスの割 り当
てについては、 15 ページ 「IP アド レスの割り当て」 を参照し
て ください。

config ファイルを
編集する

以下の手順にしたがって、FTP を利用して config ファ イルを編
集して ください。

1. Windows環境では、 DOS窓 （MS-DOSプロンプ ト、 コマン
ドプロンプ ト ） を開きます。 UNIX ではシェルウ ィン ド ウ
を開きます。 以下のコマン ドを入力して、 Axis プ リ ン ト
サーバにログインして ください。

ftp ホス ト名 または ftp IP アド レス 　

2. ユーザ ID とパスワードを入力します （デフォルトでは、

root と passです）。

3. 以下のコマン ドを入力して、config ファ イルをホス トに転
送します。

get config

4. テキス トエディ タを利用して、config ファ イルを編集して
ください。

5. 以下のコマン ドを入力し、 Axis プリ ン トサーバに編集し
た config ファ イルを保存します。

put config CONFIG

注意 ： ! 送り先のファイルは、 大文字 （CONFIG） で指定して く ださい。 大文
字で指定しなかった場合、 編集は一時的なものとして扱われ、 一度
Axis プリン トサーバの電源を落とすと編集内容が失われます。

! Macintoshから config ファイルを編集する場合、MacTCP、Fetch、Anarchie
などの FTPサポートが必要になります。config ファイルを編集するた
めの手順は、 上記と同じです。
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次の例は、DOS窓から FTP を利用してお使いのホス トに config
ファ イルを転送し、 Axis プリ ン トサーバに編集後のファ イル
を保存する方法を示しています。

例 ：

> ftp npserver

connected to npserver.

220 AXIS 5600+ FTP Print Server v6.30 May 17 2002 ready.

Name (npserver:thomas): root

331 User name ok, need password

Password: pass （見えません）
230 User logged in

ftp> get config

200 PORT command successful.

150 Opening data connection for config 
(192,36,253,4,13,223), (mode ascii).

226 Transfer complete.

8588 bytes received in 0.24 seconds (35.63 kbytes/s)

ftp> put config CONFIG

200 PORT command successful.

150 Opening data connection for CONFIG 
(192,36,253,4,13,223), (mode ascii).

226 Transfer complete.

8588 bytes received in 0.45 seconds (19.04 kbytes/s)

ftp> bye

221 Goodbye.

>
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Status ファイルを
見る

status コマン ドは、論理プリ ンタが割り当てられているプリ ン
タポート、 またそれらのステータスを表示します。

以下の手順にしたがって、FTP を利用してステータスを確認し
て ください。

1. Windows環境では、 DOS窓 （MS-DOSプロンプ ト、 コマン
ドプロンプ ト ） を開きます。 UNIX ではシェルウ ィン ド ウ
を開きます。 以下のコマン ドを入力して、 Axis プ リ ン ト
サーバにログインします。

ftp ホス ト名 または ftp IP アド レス

2. ユーザ ID とパスワードを入力します （デフォルトでは、

root と passです）。

3. 以下のコマン ドを入力して、 status ファ イルをホス トに転
送します。

get status

4. テキス トエディ タを利用して、 status ファ イルの内容を表
示してください。

Account ファイルを
見る

account ファ イルには、 最近 20 個のプリ ン トジ ョブに関する
データが含まれています。 内部ジ ョブ番号、 ジ ョブを発行し
たユーザ、 使用されたプロ ト コルとプ リ ンタ、 現在のステー
タス （完了、 オフライン、 印刷中）、 印刷されたバイ ト数、 経
過時間とオフライン時間を表示します。

以下の手順にしたがって、 FTP を利用して account ファ イルを
確認して ください。

1. Windows環境では、 DOS窓 （MS-DOSプロンプ ト、 コマン
ドプロンプ ト ） を開きます。 UNIX ではシェルウ ィン ド ウ
を開きます。 以下のコマン ドを入力して、 Axis プ リ ン ト
サーバにログインします。

ftp ホス ト名 または ftp IP アド レス

2. ユーザ ID とパスワードを入力します （デフォルトでは、

root と passです）。

3. 以下のコマン ドを入力して、 account ファ イルをホス トに
転送します。

get account

4. テキス トエディ タを利用して、 account ファ イルの内容を
表示してください。
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FTPのヘルプ 上記の手順 3で、 help と入力して ください。利用可能なコマ
ン ドのリ ス トが表示されます。 

Telnet を利用する

Axis プ リ ン ト サーバに有効な IP ア ド レスを割 り当てれば、
TELNETを利用してAxisプリ ン トサーバのパラ メータ設定を変
更するこ とができます。IP アド レスの割り当てについては、15
ページ 「IP アド レスの割り当て」 を参照して ください。

Account ファイルを
見る

account ファ イルには、 最近 20 個のプリ ン トジ ョブに関する
データが含まれています。 内部ジ ョブ番号、 ジ ョブを発行し
たユーザ、 使用されたプロ ト コルとプ リ ンタ、 現在のステー
タス （完了、 印刷中）、 印刷されたバイ ト数、 経過時間とオフ
ライン時間を表示します。

以下の手順にしたがって、 TELNET を利用して account ファ イ
ルを表示して ください。

1. Windows環境では、 DOS窓 （MS-DOS プロンプ ト、 コマン
ドプロンプ ト ） を開きます。 UNIX ではシェルウ ィン ド ウ
を開きます。 以下のコマン ドを入力して、 Axis プ リ ン ト
サーバにログインします。

telnet ホス ト名 または telnet IP アド レス

2. ユーザ ID とパスワードを入力します （デフォルトでは、

root と passです）。

3. 以下のコマン ドを入力して、 account ファ イルを表示しま
す。

account

次の例は、 UNIX のシェルウ ィン ド ウから TELNET を利用して
account ファ イルを表示する方法を示しています。
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例 ：

Account ファイルを見るための典型的な TELNET セッシ ョ ン

> telnet npserver

Trying 192.36.253.96...

Connected to npserver.

Escape character is ‘^]’.

AXIS 5600+ TELNET Print Server v6.30 May 17 2002

AXIS 5600+ network login: root

Password: pass （見えません）

AXIS 5600+ TELNET Print Server v6.30 May 17 2002

Root> account

Current account file:

JOB USER PROT LPR S BYTES ETIME

 1 Thomas FTP pr2 C 1885 2

 2 Joe LPT pr1 C 23074 4

 3 RICHARD PSERVER pr2 C 43044 5

 4 MacUser APPLE pr1 C 6717 2

 5 LSLM_userNetBIOS pr2 C 36995 3

 6 patrick PROS pr5 P 83208 9

Root>
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Status ファイルを
見る

status コマン ドは、論理プリ ンタが割り当てられているプ リ ン
タポート、 またそれらのステータスを表示します。

以下の手順にしたがって、 TELNET を利用してステータスを確
認して ください。

1. Windows環境では、 DOS窓 （MS-DOS プロンプ ト、 コマン
ドプロンプ ト ） を開きます。 UNIX ではシェルウ ィン ド ウ
を開きます。 以下のコマン ドを入力して、 Axis プ リ ン ト
サーバにログインします。

telnet ホス ト名 または telnet IP アド レス

2. ユーザ ID とパスワードを入力します （デフォルトでは、

root と passです）。

3. 以下のコマン ドを入力して、 status ファ イルをホス トに転
送します。

status

リセッ ト を実行する ソフ ト リセッ ト 、ハード リセッ ト 、プ リ ン トサーバのパラ メー
タをデフォル ト設定に リセッ トする、 三種類の リセッ ト コマ
ン ドを実行できます。

以下の手順にしたがって、 TELNET を利用してソフ ト リセッ ト
を実行してください。

1. 以下のコマン ドを入力して、 Axis プリ ン トサーバにログ
インします。

telnet ホス ト名 または telnet IP アド レス

2. ユーザ ID とパスワードを入力します （デフォルトでは、

root と passです）。

3. 以下のコマン ドを入力し、プ リ ン トサーバのプロ ト コルを
再起動します。

softreset

その他の二種類のリセッ ト を実行するには、 手順 3 のコマン
ド を、 hardreset （ハード リ セッ ト ） または default （デ
フォルト設定にリセッ ト ） に置き換えてください。

TELNETのヘルプ 上記の手順 3で、 help と入力して ください。利用可能なコマ
ン ドのリ ス トが表示されます。
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SNMP を利用する

SNMP（Simple Network Management Protocol）を利用して、Axis
プ リ ン ト サーバの リモート監視および設定を行う こ とができ
ます。 プ リ ン ト サーバの主な機能がすべてサポート されてい
ます。

一般的な情報 SNMP とは、プロ ト コル、データベース構造の仕様、データオ
ブジェ ク ト の集合を含む、 ネッ ト ワーク管理のための標準の
集合を示し ます。 Axis プ リ ン ト サーバの SNMP の実装は、
TCP/IP環境で動作します。

管理は、ネッ ト ワーク上のホス トで動作する SNMPマネージャ
で行われます。 SNMP マネージャは、 一つまたは複数のオブ
ジェ ク トへの参照である メ ッセージを利用し、 ネッ ト ワーク
上のデバイス と通信します。

メ ッセージは、 デバイスに対する問い合わせや指示、 または
デバイスのある特定のイベン ト のきっかけとなるアラームの
場合 が あ り ま す。 オ ブ ジ ェ ク ト は、 MIB （Management
Information Base） と呼ばれるデータベースに含まれています。
MIB-IIが標準的なデータベースです。

Axisプリ ン トサーバは MIB-IIに対応しています。 また、 AXIS
MIB（プラ イベートエンタープライズ MIB） も含まれています。
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AXIS MIB Axisプリ ン トサーバの SNMPサポート を十分に活用するには、
AXIS MIBのよ うなプライベートエンタープライズMIBのイン
ス トールを行える、 SNMP マネージャが必要になり ます。

AXIS MIBには、 以下のオブジェ ク トが含まれます。

� メニューオブジェク ト  - SNMP マネージャから Axis プリン ト
サーバの設定を確認したり、 変更するのに使用します。 詳し
くは、 105 ページ 「第 14 章  パラメータ リス ト 」 を参照して
く ださい。

� プリンタステータスオブジェク ト と製品の管理オブジェク ト
- Axis プリン トサーバのプリン トジ ョ ブの監視、 パラ メータ
の変更を保存するのに使用します。

� ト ラ ップオブジェク ト - 様々なエラーを通知するのに使用し
ます。

技術的な詳細については、 任意のテキス ト エディ タを利用し
て MIB ファ イル （axis.mib） をご覧ください。

SNMPマネージャから FTPを利用し、AXIS MIBをプ リ ン トサー
バからお使いの SNMP マネージャにダウンロードするこ とが
できます。

以下の手順にしたがって、 お使いの SNMP マネージャに AXIS
MIB を追加して ください。

1. FTP を利用して Axis プリ ン トサーバ にログインします。

2. SNMP マネージャが動作するホス トに、MIB ファ イルを転
送します。 ファ イル名は、 /snmp/axis.mib です。

3. お使いの SNMPマネージャのマニュアルにしたがい、AXIS
MIB をインス トールして ください。
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ノベル社のユーティ リテ ィ を利用する

Axisプリ ン トサーバを NetWare環境にインス トールした場合、
ノベル社の NetWare アド ミニス ト レータや PCONSOLE を利用
して Axisプリ ン トサーバを管理するこ とができます。

NetWareの管理 以下に、NetWare アド ミニス ト レータが提供する便利な機能に
ついて説明します。

プリンタステータス 以下のプリ ンタステータス メニューは、 Axis プリ ン トサーバ
によってサービス されるア クテ ィブなプ リ ン ト ジ ョ ブのス
テータスを表示します。 このメニューには、 プ リ ン ト キュー、
プ リ ン ト ジ ョブの説明、 プ リ ン ト ジ ョブのサイズ、 ジ ョブの
完了パーセン ト などを含む、 アクテ ィブなジ ョブに関する詳
しい情報が含まれます。また、このメニューからプリ ン トジ ョ
ブを中断した り、 一時停止するこ と もできます。

NetWare アド ミニスト レータのプリンタステータスメニュー

通知 Axis プリ ン トサーバに接続されたプ リ ンタのステータスを通
知する機能を、NetWare アド ミニス ト レータを利用して有効に
した り無効にした りできます。 ステータスには、 ビジー、 オ
フライン、用紙補給、紙詰ま りなどがあ り ます。 また、 ステー
タ スの通知を受けるユーザの リ ス ト に、 プ リ ン ト ジ ョ ブの
オーナーや管理者を追加した り、 削除した りする こ と もでき
ます。
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プリン ト レイアウト NetWare の任意の部門単位で、 インス トール済みの Axis プリ
ン ト サーバや、 作成されたプ リ ン ト キューを確認する こ とが
できます。

NetWareのプリン ト レイアウト
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 93
第 11章 AXIS 5600+、 AXIS 5400+の新機能

この章では、 Axis プリ ン トサーバの新しい機能について説明
します。 これらの機能は、 Axis プリ ン トサーバに組み込まれ
ているフ ァームウェアに実装されています。 フ ァームウェア
は、 Axis のホームページから無料でダウンロードするこ とが
できます。 詳し くは、 99 ページ 「ファームウェアをアップグ
レードする」 を参照して ください。

Auto-IP

Auto-IP機能によ り、 プ リ ン トサーバをネッ ト ワークに接続す
る と、 自動的に IP アド レスの割り当てが行われます。 ネッ ト
ワーク上で DHCPサーバを利用できる場合、Axisプリ ン トサー
バはネッ ト ワークに接続される とすぐに DHCP サーバから IP
アド レスを受け取り ます。DHCPサーバが動作していない場合、
Axis プリ ン トサーバは Auto-IP機能によって自動的に IP アド
レスを割り当てられます。 Auto-IP機能はデフォルトで有効に
なっています。 ユーザによる設定は特に必要はあ り ません。

Auto-IP機能が利用するデフォルトの IP アド レスは、
169.254.xxx.xxxにな り ます。

Auto-IP機能は、Axis プリ ン トサーバの DHCPパラ メータが有
効になっている場合のみ動作します。 また、 購入したばかり
の Axis プリ ン トサーバのインス トール時に、 この機能は自動
的に有効に設定されます。

Axis プリ ン トサーバを工場出荷時のデフォルト設定にリセッ
ト し、 プ リ ン トサーバが再起動した時に DHCP が利用できな
かった場合、Auto-IP機能によって IP アド レスの割り当てが行
われます。

IPP （Internet Printing Protocol）

Axis プリ ン トサーバは、 IPP （Internet Printing Protocol） によ
るインターネッ ト を経由した印刷を可能にします。 IPPは、 イ
ンターネッ ト上の リモートプ リ ンタに印刷を実行するための
プロ ト コルです。

IPP を利用すれば、 インターネッ トに接続しているユーザが、
インターネッ ト上に接続されているプ リ ンタに印刷ジ ョブを
送れるよ うにな り ます。 IPPはシステムに依存しないプロ ト コ
ルで、 TCP/IP に対応する LAN や WAN で使用するこ とができ
ます。
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分かりやすく言えば、ユーザは FAXや電子メールの代わりに、
通常のネッ ト ワーク印刷と同様のカラーオプシ ョ ンなどを利
用して、 リモートプ リ ンタに印刷するこ とができます。

IPP を利用して リモートプ リ ンタに印刷するには、以下が必要
になり ます。

� Windows 2000がインストールされているコンピュータ。

� プリン トジ ョ ブを送信するプリンタは、 IPP機能に対応す
るプリン トサーバ、 Axis プリン トサーバなどに接続して
く ださい。 Axis プリン トサーバの IPP機能は、 インス トー
ル完了時に自動的に有効になります。

IPP プリンタの
アドレス構造

IPP印刷を利用する場合、IPPが有効になっているプリ ン トサー
バの IP アド レスまたはホス ト名が必要にな り ます。 IPP はク
ライアン トサーバ型のプロ ト コルで、 以下の 2 種類があ り ま
す。

� 1.0 標準 ： http: アドレス構造を使用

接続先のプリ ンタの URLには、 以下が含まれます。

1. プリ ン トサーバの IP アド レスまたはホス ト名

2. ポート番号 ： 631

3. ローカルプリ ンタのポート名

接続先のアドレス
（1.0標準）

たとえば、 Axis プリ ン トサーバのホス ト名が axisps、 ポート
番号が 631、 ローカルプリ ンタのポート名が LPT1の場合、 接
続先はのアド レスはhttp://axisps:631/LPT1のよ うにな り ます。

利用可能な
IPP クライアン ト

Axis プリ ン トサーバは、 IPP1.0 互換の IPP ク ラ イアン トに対
応しています。Windows 2000 をインス トールする と、Microsoft
IPP ク ラ イアン トが自動的にインス トールされます。

Axis プリ ン トサーバは、 各ポートに対して IPP プリ ンタオブ
ジェク ト を一つずつ表示します。 IPP ク ラ イアン トについて詳
し くは、 IPP ク ライアン トのマニュアルを参照して ください。

ホスト名を利用した接続先アドレス 出力先のプリンタ

http://axisps:631/LPT1 LPT1パラレルポートに接続されたプ
リ ンタ



 Axis プリン トサーバユーザーズマニュアル  95
ファイアウォール
について

サーバと IPP ク ラ イアン トの間に、一つまたは複数のファ イア
ウォールが存在する場合、 フ ァ イアウォールの設定変更が必
要になる場合があ り ます。 IPP は印刷の際に TCP ポート番号
631 を使用するため、サーバと ク ラ イアン ト間に存在するファ
イアウォールは、 ポート上で双方向通信ができるよ う設定さ
されている必要があ り ます。 フ ァ イアウォールの設定変更に
ついては、 ネッ ト ワーク管理者に相談して ください。

始める前に IPPプリ ンタで印刷を行う前に、以下について確認して くださ
い。

� プリン トサーバのアドレス - http:// で表されるアドレス
には、 プリン トサーバの IP アドレスまたはホスト名、
ポート番号 （1.0標準では 631 を使用）、 プリンタポート
名が含まれます。 

� プリンタの種類と製造元 -適切なプリンタ ド ライバをイ
ンス トールするのに必要です。

� プリンタポート名 - プリンタが接続されているプリン ト
サーバのプリンタポート名。
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プリンタ リス トに
IPP プリンタを

追加して印刷する

この例では、 Axis プ リ ン ト サーバの IP ア ド レ ス と し て
192.168.70.183、 Axis プ リ ン トサーバに接続されているプ リ
ンタポートに LPT1、利用するプリ ンタに Fuji Xerox DocuPrint
201PS を使用しています。

送信先のアド レスは、 http://192.168.70.183:631/LPT1 とな り ま
す。

1. 印刷する ドキュ メン トのメニューから、 ［ファ イル］ - ［印
刷］ を選択します。

2. ［選択するプ リ ンタ］ フ ィールドから、 ［プ リ ンタの追加］
をダブルク リ ッ ク します。 ［プ リ ンタの追加ウ ィザード］
が開始します。

3. ローカルプ リ ンタまたはネッ ト ワークプ リ ンタを追加す
る画面が表示されます。 ［ネッ ト ワークプ リ ンタ］ を選択
し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4. ［インターネッ ト またはイン ト ラネッ ト上のプ リ ンタに接
続します］ オプシ ョ ンを選択し、 ［URL］ フ ィールドに送
信先のアド レスを入力します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5. お使いのコンピュータに送信先のプ リ ンタのド ラ イバが
ない場合は、 メ ッセージが表示されます。 ［OK］ をク リ ッ
ク してド ライバをインス トールして ください。
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6. 送信先のプリ ンタに対応する、製造元とプ リ ンタの種類を
選択します。 ［OK］ をク リ ッ ク します。

7. インス トールしているプ リ ンタを通常使うプ リ ンタ と し
て使用するか、 選択して ください。 ［次へ］ をク リ ッ ク し
てプ リ ンタの追加ウ ィザードを完了します。

8. 新しいプ リ ンタが ［プリ ンタの選択］ フ ィールドに表示さ
れます。

9. IPP を利用して印刷する準備が整いました。 追加したプリ
ンタを選択し、 ［印刷］ ボタンをク リ ッ ク して ください。
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ネッ トワークの速度

ネッ ト ワーク速度のパラ メータ （NETWORK_SPEED） を利用し
て、データ送受信の速度を手動で設定するこ とができます。お
使いのネッ ト ワークに合わせて、 ネッ ト ワークスピード （10
または 100M/ ビッ ト ） の設定を変更してください。

ネッ ト ワーク速度を変更するには、 まず Axis プリ ン トサーバ
の内部 Web ページを開いて ください。 ［admin］ ボタンをク
リ ッ ク し、 管理者モードに入り ます。 ［General Settings］ ボタ
ンを ク リ ッ ク し、 ［General］ タブを選択し ます。 以下のオプ
シ ョ ンから、 使用するネッ ト ワーク速度を選択します。

ネッ ト ワーク速度のデフォルト値は、 AUTO_SENSE です。 こ
のオプシ ョ ンは、 ほとんどのユーザに適した選択肢です。 お
使いのネッ ト ワークに適合しないオプシ ョ ンを選択した場
合、 プ リ ン トサーバとの接続が切断されるこ とがあ り ます。

AUTO_SENSE
（デフォルト値）

データ転送を行うネッ トワークごとに、 最
適なネッ トワークスピードを検出します。

10_HALF__DX 10M ビッ ト /秒、 半二重。

10_FULL-DX 10M ビッ ト /秒、 全二重。

100_HALF_DX 100M ビッ ト /秒、 半二重。

100_FULL-DX 100M ビッ ト /秒、 全二重。
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第 12章 ソフ トウェアの更新

更新されたソフ トウェアを入手する

以下のソフ ト ウェアは、 無料でアップグレードする こ とがで
きます。 アップグレード情報については、 Axis のホームペー
ジをご覧ください （http://www.axiscom.co.jp/）。

� AXIS Print Monitor

� AXIS NetPilot

� AXIS Print Utility for OS/2

� Axis プリン トサーバのファームウェア

� axinstall スクリプ ト

� AXIS MIB ファイル

ファームウェアをアップグレードする

以下の方法を利用して、 Axis プ リ ン トサーバのフラ ッシュ メ
モ リ をアップグレードするこ とができます。

� FTP （TCP/IP）

� AXIS NetPilotのアップグレードウィザード （IPX/SPX）

FTP を利用して
アップグレードする

FTP を利用してネッ ト ワーク経由でアップグレードを行うに
は、 まずプ リ ン ト サーバの新しいフ ァームウェアを入手して
ください。 バージ ョ ン 6.20 のファームウェアの場合、 ファ イ
ル名は、 5600+_620.bin （製品名 _バージ ョ ン .bin） のよ
うにな り ます。

この方法を利用してフ ァームウェアのアップグレードを行う
前に、 Axisプリ ン トサーバに IP アド レスを割り当てておく必
要があ り ます。詳し くは、 15ページ 「IP アド レスの割り当て」
を参照して ください。

以下の手順にしたがって、 フ ァームウェアのアップグレード
を行ってください。

警告！ ! アップグレードを中断しないよう注意して く ださい。 アップグレー

ドが途中で中断された場合、 修理が必要になることがあります。
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1. 以下のコマン ドを入力して、 Axis プリ ン トサーバにログ
インします。

ftp ホス ト名 または ftp IP アド レス

2. ユーザ ID とパスワードを入力する画面が表示されます。

ユーザ ID と して root を利用します。 root のデフォルト
パスワードには、 pass を入力して ください。

3. 以下のコマン ドを入力し、バイナ リ転送モードに移行しま
す。

bin

4. 以下のコマン ドを入力し、ファームウェアのアップグレー
ドを実行します。ソフ ト ウェア名 は、新しいファームウェ
アのファ イル名です。

put ソフ ト ウェア名 FLASH 

5. フラ ッシュローディングが終了するまで、そのまま待って
ください。通常、 フラ ッシュローディングには 1～ 4分か
かり ます。 Axis プ リ ン トサーバは、 新しいファームウェ
アを利用して自動的に再起動します。

6. お使いの FTP のバージ ョ ンに合わせて、 quit、 bye、 ま

たは exit と入力してログアウ ト して ください。

注意 ： ! ネッ トワーク上でアップグレードを妨げるような問題が発生した場

合は、 修理が必要になることがあります。
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AXIS NetPilotP を利用
してアップグレード

する

NetWare ネッ ト ワークでフラ ッシュ メモ リ をアップグレード
するために推奨される方法です。 必要な手続きを通して案内
をして くれるアップグレード ウ ィザードが利用できます。

以下の手順にしたがって、 お使いのプ リ ン ト サーバをアップ
グレード して ください。

1. まず、 更新されたファームウェアをダウンロード します。

2. ダウンロード したファ イルを、 AXIS NetPilot の Upgrade
フォルダに置きます。このフォルダは、AXIS NetPilotのプ
ログラム本体と同じフォルダにあ り、AXIS NetPilot をイン
ス トールした際にお使いのク ラ イアン ト上に作成されま
す。

3. AXIS NetPilotのツールバーから ［アップグレード］ ボタン
をク リ ッ ク し、 アップグレード ウ ィザードを起動します。

4. アップグレード ウ ィザードで示される手順にしたがい、
アップグレードを行います。

AXIS NetPilot を利用したファームウェアのアップグレードに
ついて詳し くは、 オンラインヘルプを参照して ください。
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第 13章 テストボタン

Axis プリ ン トサーバの側面には、 テス トボタンが備えられて
います。 テス トボタンを利用して、 以下のこ とを行えます。

� テス トページを印刷し、 プリンタ との接続状態を確認す
る。

� パラメータ リス ト を印刷し、Axis プリン トサーバの現在の
設定を確認する。

� Axisプリン トサーバのパラメータを工場出荷時のデフォル
ト設定にリセッ トする。

注意 ： ! プリンタが PostScript ファイル、また ASCIIテキスト ファイルを印刷で
きない場合、 テス トページおよびパラ メータ リス トは印刷できませ
ん。

テス トページ テス トボタンを 1回押すと、テス トページが印刷されます。テ
ス トページが印刷されれば、 プ リ ンタのインターフェース と
の接続は正し く機能しています。 テス トページには、 Axis プ
リ ン ト サーバに関する基本的な情報が含まれています。 Axis
プ リ ン ト サーバをプ リ ンタに接続した時は、 テス トページを
印刷するこ とをお勧めします。

注意 ： ! テス トページは、デフォルトで LPT1ポートに印刷されます。LPT2ポー
トまたは COM1ポートに印刷する場合は、config ファイルに含まれて
いるパラ メータの値 （DEF_OUT） を、 LPT2 または COM1に設定して く
ださい。

パラ メータ リスト

テス トボタンを 2 回押すと、 Axis プリ ン トサーバの現在の設
定を示すパラ メータ リ ス ト が印刷されます。 パラ メータ リ ス
トには、現在のパラ メータ設定の詳しい情報が含まれます。詳
し くは、 105ページ 「第 14章  パラ メータ リ ス ト 」 を参照して
ください。 

パラ メータを変更する場合は、 69ページ 「第 10章  設定と管
理」 で説明されている方法を利用して ください。

注意 ： ! パラメータ リス トは、デフォルトで LPT1ポートに印刷されます。LPT2
または COM1ポートに印刷する場合は、config ファイルに含まれてい
るパラ メータの値 （DEF_OUT） を、 LPT2 または COM1 に設定して く だ
さい。
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工場出荷時のデフォルト設定 

以下の手順にしたがって、 Axis プ リ ン トサーバを工場出荷時
のデフォルト設定にリセッ ト して ください。

1. Axis プリ ン トサーバの外部電源を取り外し、 電源を切っ
てください。

2. テス トボタンを押しながら Axis プリ ン トサーバの外部電
源アダプタを接続し、電源を入れます。ネッ ト ワーク イン
ディケータが 1秒間隔で点滅し始めるまで、テス トボタン
を押し続けます。 この状態になるまで、約 5秒ほどかかり
ます。

3. テス トボタンを放し、ネッ ト ワーク インディケータが最低
5回点滅するまで待ちます。

4. ネッ ト ワーク インディケータが点灯し続けるまで、再びテ
ス トボタンを押し続けます。

5. 電源を入れ直し、 Axis プリ ン トサーバを再起動します。

Axisプリ ン トサーバは、工場出荷時のデフォルト設定にリセッ
ト されました。

注意 ： ! ノードアドレス （NODE_ADDR）、 IP アドレス （IP_ADDR）、 DHCP の有
効 ・無効の切り替え （DHCP_ENABLE） を除 く他のパラ メータは、 す
べてリセッ ト されます。 テス トボタンでリセッ ト されないパラ メー
タを変更するには、Webブラウザから Axisプリン トサーバの内部Web
ページにアクセスして く ださい。 詳し くは、 69 ページ 「第 10章  設
定と管理」 を参照して く ださい。 .
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第 14章 パラメータ リス ト

この章では、 Axis プリ ン トサーバのパラ メータの概要につい
て説明します。

Config ファイル 表の左側の欄には、config ファ イルに表示されるパラ メータ名
称と、 そのデフォルト値を示します。 右側の欄には、 Axis プ
リ ン トサーバの内部 Web ページに表示されるパラ メータ名を
示します。

パラ メータの変更を行った場合、 ほとんどのパラ メータは次
のプ リ ン ト ジ ョブから変更が適用されます。 パラ メータの説
明の中で、 「再起動が必要」 と されているパラ メータの変更を
適用するには、 Axis プリ ン トサーバを再起動する必要があ り
ます。

パラ メータの変更方法について詳し くは、 69ページ 「第 10章
設定と管理」 を参照して ください。

注意 ： ! パスワードのパラ メータ （ROOT_PWDおよび ROS_PWD） は、 root を利
用して Axis プリン トサーバにログインした時のみ表示されます。 テ
ス トボタンを利用してパラ メータ リス ト を印刷した場合、 パスワー
ドパラ メータの値は印刷されません。

--- GENERAL MENU

NODE_ADDR.  : 00 40 8C 00 00 00 Node Address （ノードアド レス）
NETWORK SPEED : AUTO_SENSE (AUTO_SENSE, 10_HALF_DX, 

10_FULL_DX, 100_HALF_DX, 

100_FULL_DX)

Network Speed （ネッ ト ワーク速度）

PS_NAME.  : AXIS100000 Print Server Name （プ リ ン トサーバ名 /下 6桁の英数字はプリ
ン トサーバのシ リ アル番号）

ROOT_PWD.  : pass Root Password （rootのパスワード）
USERS.  : User and Printer Access List （ユーザのアクセス権 リ ス ト ）
BASE_URL.  : www.axis.com Base URL （ベース URL）
CHARSET: ISO-8859-1 (ISO-8859-1, UTF-8) Character Settings （文字コード ）
LANG.: English (English, German, French, Spanish) Language Menu （言語の選択）
AXIS_PRINT_SYSTEM.: YES Enable compatibility with AXIS Print System （APSの有効 ・無効）
HP_JETADMIN.  : NO (YES, NO) HP JetAdmin Support （日本語環境では未対応）
DEF_OUT.  : PR1 (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, 

PR7, PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Internal Printout Destination （内部的な印刷の出力先）

SYS_LOC.  : System Location （システムの場所）
SYS_CONT.  : System Contact （システムの問い合わせ先）
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--- TCP/IP MENU

TCP_ENB.  : YES TCP/IP Enabled （TCP/IP印刷の有効 ・無効）
INT_ADDR.  : 0 0 0 0 Internet Address （IP アド レス）
DEF_ROUT.  : 0 0 0 0 Default Router Address （デフォルトゲート ウェイ）

デフォルトゲート ウェイがない時は、 0.0.0.0
NET_MASK.  : 0 0 0 0 Net Mask （サブネッ トマスク）

ク ラス Cでは 255.255.255.0、 自動検知の時は 0.0.0.0
PROS_PWD.  : netprinter PROS Password （PROS プロ ト コルのパスワード）
PROS_PRT.  : 35 PROS TCP Port Number （PROS の TCP ポート番号）
LPD_BANN.  : OFF (OFF, AUTO, LAST) LPD Banner Page Mode （LPDバナーページのモード ）
DHCP_ENB.  : YES DHCP Enabled （DHCPの有効 ・無効）
AUTOIP_ENB. : YES Auto-IP enabled （Auto-IPの有効 ・無効）
BOOTP_ENB.  : YES BOOTP Enabled （BOOTPの有効 ・無効）
RARP_ENB.  : YES RARP Enabled （RARP の有効 ・無効）
WINS_ENB.  : YES WINS Enabled （WINSの有効 ・無効）
WINS_ADDR1.  : 0 0 0 0 Primary WINS Server Address （プラ イマ リ WINSサーバア ド レス）
WINS_ADDR2.  : 0 0 0 0 Secondary WINS Server Address （セカンダ リ WINS サーバアド レ

ス）
NBT_SCOPE_ID. : NBT Scope ID （WINSの名前と と もに使用される NetBIOS スコー

プの定義）
DNS_ENB.  : YES DNS Enabled （DNSの有効 ・無効）
DNS_ADDR1.  : 0 0 0 0 Primary DNS Server Address （プラ イマ リ DNSサーバア ド レス）
DNS_ADDR2.  : 0 0 0 0 Secondary DNS Server Address （セカンダ リ DNSサーバア ド レス）
DOMAIN_NAME.  : Domain Name （Axisプリ ン トサーバが属する ド メ イン名）
SMTP SERVER: SMTP を利用する メールサーバ
SLP_SCOPE_LIST.: DEFAULT Axisプ リ ン トサーバが属する SLP スコープ
RTN_OPT.  : NO Reverse Telnet Options Enabled （Reverse Telentの有効 ・無効）
RTEL_PR1.  : 0 PR1 Reverse Telnet Port Number （Reverse Telentの TCP ポート番号）
RTEL_PR2.  : 0 PR2 Reverse Telnet Port Number （Reverse Telentの TCP ポート番号）
RTEL_PR3.  : 0 PR3 Reverse Telnet Port Number （Reverse Telentの TCP ポート番号）
RTEL_PR4.  : 0 PR4 Reverse Telnet Port Number （Reverse Telentの TCP ポート番号）
RTEL_PR5.  : 0 PR5 Reverse Telnet Port Number （Reverse Telentの TCP ポート番号）
RTEL_PR6.  : 0 PR6 Reverse Telnet Port Number （Reverse Telentの TCP ポート番号）
RTEL_PR7.  : 0 PR7 Reverse Telnet Port Number （Reverse Telentの TCP ポート番号）
RTEL_PR8.  : 0 PR8 Reverse Telnet Port Number （Reverse Telentの TCP ポート番号）

---  ControlPrint MENU（この機能は日本語環境では未対応です）
CARPO_CL_ENB. : NO ---
CARPO_SR_ADRESS. : 0 0 0 0 ---
CARPO_SR_PORT. : 2050 ---
CARPO_CL_PRINTER. : PR1

(PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7, PR8)
---

CARPO_SR_ONLY. : NO ---
TRUSTED_SR_1. : 0 0 0 0 ---
TRUSTED_SR_2. : 0 0 0 0 ---
TRUSTED_SR_3. : 0 0 0 0 ---
TRUSTED_SR_4. : 0 0 0 0 ---
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---  SNMP MENU

READ_COM.  : public Read Community（読み出しコミュニティ）
WRT_COM.  : pass Read/Write Community（読み書き可能コミュニティ）
TRAPADDR.  : 0 0 0 0 Trap Address（SNMP トラップアドレス）
TRAP_COM.  : public Trap Community（SNMP トラップコミュニティ）
SYS_NAME.  : System Name（システムの名前）
SNMP_AUT.  : DISABLE (DISABLE, ENABLE) Authentication Failure Trap（認証失敗トラップの有効・無効）
TRAP_PRT.  : DISABLE (DISABLE, ENABLE) Printer Failure Trap（プリンタトラッブの有効・無効）

---  NETWARE MENU

NETW_ENB.  : YES NetWare Enabled （NetWare印刷の有効 ・無効）
NETW_TRANSPORT_PROTOCOL. : DUAL_STACK (IPX_ONLY, 

IP_ONLY, DUAL_STACK)
NetWare Transport protocols Enabled （NetWare ト ランスポートプロ
ト コルの有効 ・無効）

JOB_CHECK_DELAY.  : 5 Job Check Delay （プ リ ン トサーバのキューポーリ ング間隔）
CONF_CHECK_DELAY.  : 300 Configuration Check Delay （自動設定チェ ッ クの間隔）
FR_802_3.  : YES IEEE 802.3 Frame Type Enabled （IEEE802.3の有効 ・無効）
FR_ETH_2.  : YES Ethernet II Frame Type Enabled （Ethernet II の有効 ・無効）
FR_802_2.  : YES IEEE 802.2 Frame Type Enabled （IEEE802.2の有効 ・無効）
FR_SNAP.  : YES SNAP Frame Type Enabled （SNAPの有効 ・無効）
NCP_BURST_MODE.  : YES NCP Burst Mode Enabled （NCPバースモードの有効 ・無効）

再起動が必要
PSERVER_NDS_ TREE : 

PSERVER_NDS_FILESERVER:

PSERVER_NDS_DISTINGUISHED _NAME: 

Axis プリ ン トサーバがログインする NDS ツ リーまたはファ イル
サーバ

ツ リー内のプ リ ン トサーバオブジェク トへのパス
PSERVER_BINDERY1.  : PSERVER Bindery 1 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY2.  : PSERVER Bindery 2 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY3.  : PSERVER Bindery 3 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY4.  : PSERVER Bindery 4 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY5.  : PSERVER Bindery 5 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY6.  : PSERVER Bindery 6 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY7.  : PSERVER Bindery 7 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY8.  : PSERVER Bindery 8 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY9.  : PSERVER Bindery 9 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY10.  : PSERVER Bindery 10 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY11.  : PSERVER Bindery 11 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY12.  : PSERVER Bindery 12 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY13.  : PSERVER Bindery 13 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY14.  : PSERVER Bindery 14 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY15.  : PSERVER Bindery 15 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
PSERVER_BINDERY16.  : PSERVER Bindery 16 （バインダ リ ファ イルサーバ名）
NPRINTER1.  : NPRINTER/RPRINTER 1 （プ リ ン トサーバ名とスロ ッ ト番号）
NPRINTER2.  : NPRINTER/RPRINTER 2 （プ リ ン トサーバ名とスロ ッ ト番号）
NPRINTER3.  : NPRINTER/RPRINTER 3 （プ リ ン トサーバ名とスロ ッ ト番号）
NPRINTER4.  : NPRINTER/RPRINTER 4 （プ リ ン トサーバ名とスロ ッ ト番号）
NPRINTER5.  : NPRINTER/RPRINTER 5 （プ リ ン トサーバ名とスロ ッ ト番号）
NPRINTER6.  : NPRINTER/RPRINTER 6 （プ リ ン トサーバ名とスロ ッ ト番号）
NPRINTER7.  : NPRINTER/RPRINTER 7 （プ リ ン トサーバ名とスロ ッ ト番号）
NPRINTER8.  : NPRINTER/RPRINTER 8 （プ リ ン トサーバ名とスロ ッ ト番号）
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---  NetBIOS/NetBEUI MENU

LSLM_ENB.  : YES NetBIOS/NetBEUI Enabled （NetBIOS/NetBEUI印刷の有
効 ・無効）

NB_FR_TYPE.  : FR_AUTO (FR_AUTO, FR_802_2, FR_DIX) NetBIOS Frame Type （NetBIOS フレームタイプ）

再起動が必要
LPRINT_1.  : AX100000.LP1 Name Printer 1 （プ リ ンタ 1の名前）
LLOGIC_1.  : PR1 (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7,

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Logical Printer for Printer 1 （プ リ ンタ 1の論理プリ ンタ）

LPRINT_2.  : AX000000.LP2 Name Printer 2 （プ リ ンタ 2の名前）
LLOGIC_2.  : PR2 (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7,

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Logical Printer for Printer 2 （プ リ ンタ 2の論理プリ ンタ）

LPRINT_3.  : AX100086.CM1 Name Printer 3 （プ リ ンタ 3の名前）
LLOGIC_3.  : PR3 (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7,

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Logical Printer for Printer 3 （プ リ ンタ 3の論理プリ ンタ）

LPRINT_4.  : Name Printer 4 Name （プ リ ンタ 4の名前）
LLOGIC_4.  : PR4 (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7,

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Logical Printer for Printer 4 （プ リ ンタ 4の論理プリ ンタ）

LPRINT_5.  : Name Printer 5 （プ リ ンタ 5の名前）
LLOGIC_5.  : PR5 (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7,

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Logical Printer for Printer 5 （プ リ ンタ 5の論理プリ ンタ）

LPRINT_6.  : Name Printer 6 （プ リ ンタ 6の名前）
LLOGIC_6.  : PR6 (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7,

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Logical Printer for Printer 6 （プ リ ンタ 6の論理プリ ンタ）

LPRINT_7.  : Name Printer 7 （プ リ ンタ 7の名前）
LLOGIC_7.  : PR7 (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7,

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Logical Printer for Printer 7 （プ リ ンタ 7の論理プリ ンタ）

LPRINT_8.  : Name Printer 8 （プ リ ンタ 8の名前）
LLOGIC_8.  : PR8 (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7,

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Logical Printer for Printer 8 （プ リ ンタ 8の論理プリ ンタ）

--- APPLETALK MENU 

ATLK_ENB.  : YES AppleTalk Enabled （AppleTalk印刷の有効 ・無効）
ATK_ZONE.  : AppleTalk Zone （AppleTalk ゾーン）
ZONER_EN.  : YES HP Zoner Enabled （日本語環境では未対応）
ATK_FONT.  : DEFAULT (DEFAULT, 35N, ALL) Font （PostScript フォン トセッ ト ）
AUTO_DT_PRIN  : DEFAULT: ENABLED Auto-Detect Printer Type （日本語環境では未対応）
APRINT_1.  : AXIS100000_LPT1 Name Printer 1 （プ リ ンタ 1の名前 /下 6桁はプリ ン ト

サーバのシ リ アル番号）
ATYPE_1.  : LaserWriter Type Printer 1 （プ リ ンタ 1のタイプ）
ALOGIC_1.  : PR1 (PR1, PR2, PR3, PR4, 

PR5, PR6, PR7, PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Logical Printer for Printer 1 （プ リ ンタ 1の論理プリ ンタ）

BINARY_TYPE_1.: TBCP (TBCP, BCP, NONE) Binary Protocol for APRINT_1 （プ リ ンタ 1のバイナ リプロ
ト コル）

APRINT_2.  : AXIS100086_LPT2 Name Printer 2 （プ リ ンタ 2の名前）
ATYPE_2.  : LaserWriter Type Printer 2 （プ リ ンタ 2のタイプ）
ALOGIC_2.  : PR2 (PR1, PR2, PR3, PR4, 

PR5, PR6, PR7, PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Logical Printer for Printer 2 （プ リ ンタ 2論理プリ ンタ）

BINARY_TYPE_2.: TBCP (TBCP, BCP, NONE) Binary Protocol for APRINT_2 （プ リ ンタ 2のバイナ リプロ
ト コル）

APRINT_3.  : AXIS100000_COM1 Name Printer 3 （プ リ ンタ 3の名前 /下 6桁はプリ ン ト
サーバのシ リ アル番号）

ATYPE_3.  : LaserWriter Type Printer 3 （プ リ ンタ 3のタイプ）
ALOGIC_3.  : PR1 (PR1, PR2, PR3, PR4, 

PR5, PR6, PR7, PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Logical Printer for Printer 3 （プ リ ンタ 3の論理プリ ンタ）

BINARY_TYPE_3.: TBCP (TBCP, BCP, NONE) Binary Protocol for APRINT_3 （プ リ ンタ 3のバイナ リプロ
ト コル）
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---  PRINTER1 MENU

PR1_OUT.  : LPT1 (NON, LPT1, LPT2, COM1) Physical Port （物理ポート ）
PR1_SCND.  : PR1 (PR1, PR2, PR3, PR4, 

PR5, PR6, PR7, PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Secondary Printer （第 2 プリ ンタ）

PR1_WAIT.  : YES Wait on Busy （ビジー時の待機の有効 ・無効）
PR1_IN.  : AUTO (NONE, AUTO) Read Back Port （情報の リードバッ ク）
PR1_BEF.  : String Before Print Job （プ リ ン トジ ョブ前の文字列）
PR1_STR.  : String Substitutions （文字列の置換）
PR1_CSET.  : NONE (NONE, ISO>IBM, 7UK>IBM, 7SW>IBM,

7GE>IBM, 7FR>IBM, 7ND>IBM, DEC>IBM)
Character Set Conversion （日本語環境では未対応）

PR1_FILT.  : NONE (NONE, POSTSCR, AUTO_PS) Printer Language Translation （プ リ ンタ言語の変換）
PR1_AFT.  : String After Print Job （プ リ ン トジ ョブ後の文字列）
PR1_DUMP.  : NO Hex Dump Mode Enabled （16進ダンプモードの有効 ・無

効）
PR1_SIZE.  : A4 (A4, LETTER, LEGAL, EXECUT) PostScript Page Size （PostScript のページサイズ）
PR1_ORNT.  : PORTR (PORTR, LANDS, R_PORTR, R_LANDS) PostScript Page Orientation （PostScript のページの向き）
PR1_FORM.  : 66 0 100 60 30 50 PostScript Page Format （PostScriptページフォーマッ ト ）

(MPL, MPP, CPI, LPI, LM, TM)
PR1_FONT.  : PostScript Font （PostScript フォン ト /指定がない時は

Courier）

---  PRINTER2 MENU

PR2_OUT.     : LPT1  (NONE, LPT1, LPT2, COM1) Physical Port （物理ポート ）
PR2_SCND.    : PR1  (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7, 

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Secondary Printer （第 2 プリ ンタ）

PR2_WAIT.    : YES Wait on Busy （ビジー時の待機の有効 ・無効）
PR2_IN.  : AUTO (NONE, AUTO) Read back Port （情報のリードバッ ク）
PR2_BEF.  : String Before Print Job （プ リ ン トジ ョブ前の文字列）
PR2_STR.  : String Substitutions （文字列の置換）
PR2_CSET.  : NONE (NONE, ISO>IBM, 7UK>IBM, 7SW>IBM,

7GE>IBM, 7FR>IBM, 7ND>IBM, DEC>IBM)
Character Set Conversion （日本語環境では未対応）

PR2_FILT.  : NONE (NONE, POSTSCR, AUTO_PS) Printer Language Translation （プ リ ンタ言語の変換）
PR2_AFT.  : String After Print Job （プ リ ン トジ ョブ後の文字列）
PR2_DUMP.  : NO Hex Dump Mode Enabled （16進ダンプモードの有効 ・無

効）
PR2_SIZE.  : A4 (A4, LETTER, LEGAL, EXECUT) PostScript Page Size （PostScriptページサイズ）
PR2_ORNT.  : PORTR (PORTR, LANDS, R_PORTR, R_LANDS) PostScript Page Orientation （PostScript のページの向き）
PR2_FORM.  : 66 0 100 60 30 50 PostScript Page Format （PostScriptページフォーマッ ト ）

(MPL, MPP, CPI, LPI, LM, TM)
PR2_FONT.  : PostScript Font （PostScript フォン ト /指定がない時は

Courier）
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---  PRINTER3 MENU

PR3_OUT.     : LPT1  (NONE, LPT1, LPT2, COM1) Physical Port （物理ポート ）
PR3_SCND.    : PR1  (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7, 

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Secondary Printer （第 2プリ ンタ）

PR3_WAIT.    : YES Wait on Busy （ビジー時の待機の有効 ・無効）

PR3_IN.  : AUTO (NONE, AUTO) Read Back Port （情報のリードバッ ク）
PR3_BEF.  : String Before Print Job （プ リ ン トジ ョブ前の文字列）
PR3_STR.  : String Substitutions （文字列の置換）
PR3_CSET.  : NONE (NONE, ISO>IBM, 7UK>IBM, 7SW>IBM,

7GE>IBM, 7FR>IBM, 7ND>IBM, DEC>IBM)
Character Set Conversion （日本語環境では未対応）

PR3_FILT.  : NONE (NONE, POSTSCR, AUTO_PS) Printer Language Translation （プ リ ンタ言語の変換）
PR3_AFT.  : String After Print Job （プ リ ン トジ ョブ後の文字列）
PR3_DUMP.  : NO Hex Dump Mode Enabled （16進ダンプモードの有効 ・無

効）
PR3_SIZE.  : A4 (A4, LETTER, LEGAL, EXECUT) PostScript Page Size （PostScriptページサイズ）
PR3_ORNT.  : PORTR (PORTR, LANDS, R_PORTR, R_LANDS) PostScript Page Orientation （PostScriptのページの向き）
PR3_FORM.  : 66 0 100 60 30 50 PostScript Page Format （PostScriptページフォーマッ ト ）

(MPL, MPP, CPI, LPI, LM, TM)
PR3_FONT.  : PostScript Font （PostScript フォン ト /指定がない時は

Courier）

---  PRINTER4 MENU

PR4_OUT.     : LPT1  (NONE, LPT1, LPT2, COM1) Physical Port （物理ポート ）
PR4_SCND.    : PR1  (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7, 

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Secondary Printer （第 2プリ ンタ）

PR4_WAIT.    : YES Wait on Busy （ビジー時の待機の有効 ・無効）
PR4_IN.  : AUTO (NONE, AUTO) Read Back Port （情報のリードバッ ク）
PR4_BEF.  : String Before Print Job （プ リ ン トジ ョブ前の文字列）
PR4_STR.  : String Substitutions （文字列の置換）
PR4_CSET.  : NONE (NONE, ISO>IBM, 7UK>IBM, 7SW>IBM,

7GE>IBM, 7FR>IBM, 7ND>IBM, DEC>IBM)
Character Set Conversion （日本語環境では未対応）

PR4_FILT.  : NONE (NONE, POSTSCR, AUTO_PS) Printer Language Translation （プ リ ンタ言語の変換）
PR4_AFT.  : String After Print Job （プ リ ン トジ ョブ後の文字列）
PR4_DUMP.  : NO Hex Dump Mode Enabled （16進ダンプモードの有効 ・無

効）
PR4_SIZE.  : A4 (A4, LETTER, LEGAL, EXECUT) PostScript Page Size （PostScriptページサイズ）
PR4_ORNT.  : PORTR (PORTR, LANDS, R_PORTR, R_LANDS) PostScript Page Orientation （PostScriptのページの向き）
PR4_FORM.  : 66 0 100 60 30 50 PostScript Page Format （PostScriptページフォーマッ ト ）

(MPL, MPP, CPI, LPI, LM, TM)
PR4_FONT.  : PostScript Font （PostScript フォン ト /指定がない時は

Courier）
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---  PRINTER5 MENU

PR5_OUT.     : LPT1  (NONE, LPT1, LPT2, COM1) Physical Port （物理ポート ）
PR5_SCND.    : PR1  (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7, 

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Secondary Printer （第 2 プリ ンタ）

PR5_WAIT.    : YES Wait on Busy （ビジー時の待機の有効 ・無効）
PR5_IN.  : AUTO (NONE, AUTO) Read Back Port （情報の リードバッ ク）
PR5_BEF.  : String Before Print Job （プ リ ン トジ ョブ前の文字列）
PR5_STR.  : 010A020D0A String Substitutions （文字列の変換）
PR5_CSET.  : NONE (NONE, ISO>IBM, 7UK>IBM, 7SW>IBM,

7GE>IBM, 7FR>IBM, 7ND>IBM, DEC>IBM)
Character Set Conversion （日本語環境では未対応）

PR5_FILT.  : NONE (NONE, POSTSCR, AUTO_PS) Printer Language Translation （プ リ ンタ言語の変換）
PR5_AFT.  : String After Print Job （プ リ ン トジ ョブ後の文字列）
PR5_DUMP.  : NO Hex Dump Mode Enabled （16進ダンプモードの有効 ・無

効）
PR5_SIZE.  : A4 (A4, LETTER, LEGAL, EXECUT) PostScript Page Size （PostScriptページサイズ）
PR5_ORNT.  : PORTR (PORTR, LANDS, R_PORTR, R_LANDS) PostScript Page Orientation （PostScript のページの向き）
PR5_FORM.  : 66 0 100 60 30 50 PostScript Page Format （PostScriptページフォーマッ ト ）

(MPL, MPP, CPI, LPI, LM, TM)
PR5_FONT.  : PostScript Font（PostScript フォント /指定がない時は

Courier）

---  PRINTER6 MENU

PR6_OUT.     : LPT1  (NONE, LPT1, LPT2, COM1) Physical Port （物理ポート ）
PR6_SCND.    : PR1  (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7, 

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Secondary Printer （第 2 プリ ンタ）

PR6_WAIT.    : YES Wait on Busy （ビジー時の待機の有効 ・無効）
PR6_IN.  : AUTO (NONE, AUTO) Read Back Port （情報の リードバッ ク）
PR6_BEF.  : String Before Print Job （プ リ ン トジ ョブ前の文字列）
PR6_STR.  : 010A020D0A String Substitutions （文字列の置換）
PR6_CSET.  : NONE (NONE, ISO>IBM, 7UK>IBM, 7SW>IBM,

7GE>IBM, 7FR>IBM, 7ND>IBM, DEC>IBM)
Character Set Conversion （日本語環境では未対応）

PR6_FILT.  : NONE (NONE, POSTSCR, AUTO_PS) Printer Language Translation （プ リ ンタ言語の変換）
PR6_AFT.  : String After Print Job （プ リ ン トジ ョブ後の文字列）
PR6_DUMP.  : NO Hex Dump Mode Enabled （16進ダンプモードの有効 ・無

効）
PR6_SIZE.  : A4 (A4, LETTER, LEGAL, EXECUT) PostScript Page Size （PostScriptページサイズ）
PR6_ORNT.  : PORTR (PORTR, LANDS, R_PORTR, R_LANDS) PostScript Page Orientation （PostScript のページの向き）
PR6_FORM.  : 66 0 100 60 30 50 PostScript Page Format （PostScriptページフォーマッ ト ）

(MPL, MPP, CPI, LPI, LM, TM)
PR6_FONT.  : PostScript Font （PostScript フォン ト /指定がない時は

Courier）
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---  PRINTER7 MENU

PR7_OUT.     : LPT1  (NONE, LPT1, LPT2, COM1) Physical Port （物理ポート ）
PR7_SCND.    : PR1  (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7, 

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Secondary Printer （第 2プリ ンタ）

PR7_WAIT.    : YES Wait on Busy （ビジー時の待機の有効 ・無効）
PR7_IN.  : AUTO (NONE, AUTO) Read Back Port （情報のリードバッ ク）
PR7_BEF.  : String Before Print Job （プ リ ン トジ ョブ前の文字列）
PR7_STR.  : 010A020D0A String Substitutions （文字列の変換）
PR7_CSET.  : NONE (NONE, ISO>IBM, 7UK>IBM, 7SW>IBM,

7GE>IBM, 7FR>IBM, 7ND>IBM, DEC>IBM)
Character Set Conversion （日本語環境では未対応）

PR7_FILT.  : NONE (NONE, POSTSCR, AUTO_PS) Printer Language Translation （プ リ ンタ言語の変換）
PR7_AFT.  : String After Print Job （プ リ ン トジ ョブ後の文字列）
PR7_DUMP.  : NO Hex Dump Mode Enabled （16進ダンプモードの有効 ・無

効）
PR7_SIZE.  : A4 (A4, LETTER, LEGAL, EXECUT) PostScript Page Size （PostScriptページサイズ）
PR7_ORNT.  : PORTR (PORTR, LANDS, R_PORTR, R_LANDS) PostScript Page Orientation （PostScriptのページの向き）
PR7_FORM.  : 66 0 100 60 30 50 PostScript Page Format （PostScriptページフォーマッ ト ）

(MPL, MPP, CPI, LPI, LM, TM)
PR7_FONT.  : PostScript Font （PostScript フォン ト /指定がない時は

Courier）

---  PRINTER8 MENU

PR8_OUT.     : LPT1  (NONE, LPT1, LPT2, COM1) Physical Port （物理ポート ）
PR8_SCND.    : PR1  (PR1, PR2, PR3, PR4, PR5, PR6, PR7, 

PR8, LPT1, LPT2, COM1)
Secondary Printer （第 2プリ ンタ）

PR8_WAIT.    : YES Wait on Busy （ビジー時の待機の有効 ・無効）
PR8_IN.  : AUTO (NONE, AUTO) Read Back Port （情報のリードバッ ク）
PR8_BEF.  : String Before Print Job （プ リ ン トジ ョブ前の文字列）
PR8_STR.  : 010A020D0A String Substitutions （文字列の置換）
PR8_CSET.  : NONE (NONE, ISO>IBM, 7UK>IBM, 7SW>IBM,

7GE>IBM, 7FR>IBM, 7ND>IBM, DEC>IBM)
Character Set Conversion （日本語環境では未対応）

PR8_FILT.  : POSTSCR (NONE, POSTSCR, AUTO_PS) Printer Language Translation （プ リ ンタ言語の変換）
PR8_AFT.  : String After Print Job （プ リ ン トジ ョブ後の文字列）
PR8_DUMP.  : NO Hex Dump Mode Enabled （16進ダンプモードの有効 ・無

効）
PR8_SIZE.  : A4 (A4, LETTER, LEGAL, EXECUT) PostScript Page Size （PostScriptページサイズ）
PR8_ORNT.  : PORTR (PORTR, LANDS, R_PORTR, R_LANDS) PostScript Page Orientation （PostScriptのページの向き）
PR8_FORM.  : 66 0 100 60 30 50 PostScript Page Format （PostScriptページフォーマッ ト ）

(MPL, MPP, CPI, LPI, LM, TM)
PR8_FONT.  : PostScript Font （PostScript フォン ト /指定がない時は

Courier）
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--- LPT1 Menu

L1_CENTR.  : HISPEED (IBM_PC, STNDRD, FAST, HISPEED) Centronics Interface Timing LPT1 （LPT1 セン ト ロニクスの
タイ ミ ング）

L1_BSYTM.  : 60 Busy Status Time-Out LPT1 （LPT1 ビジーステータスのタ
イムアウ ト /0の場合すべてのステータスレポートは無
効）

L1_MGM_INFO.  : AUTO  (DISABLE, AUTO) Printer Management Information LPT1 （LPT1プリ ンタ管理
情報の有効 ・無効）

L1_COMMENT.  : Optional user comment describing the printer at LPT1 （LPT1
プ リ ンタのユーザによるコ メン ト ）

L1_BIDIR.    : AUTO  (DISABLE, AUTO) LPT1 Bi-directional printing （LPT1の双方向印刷の有効 ・
無効）

---  COM1 Menu

C1_BAUDR.  : 9600 (300, 600, 1200, 2400, 4800, 9600, 

19200, 38400, 57600, 115200)
Baud Rate COM1 （COM1 のボーレート ）

C1_NBITS.  : 8 (7, 8) Word Length COM1 （COM1 のワード長）
C1_PARIT.  : NONE (NONE, ODD, EVEN) Parity COM1 （COM1 のパ リティ ）
C1_STOPB.  : 2 (1, 2) Stop Bit COM1 （COM1 のス ト ップビッ ト ）
C1_HNDSH.  : ROBUST-BOTH (NONE, XON/XOFF, ROBUST, 

RDY/BSY, BOTH, ROBUST-BOTH)
Handshake Protocol COM1 （COM1 のハン ドシェイ クプロ
ト コル）

C1_READT.  : 3 Printer Feedback Delay COM1 （COM1のプリ ンタフ ィード
バッ ク遅延）

C1_BSYTM.  : 60 Busy Status Time-Out COM1 （COM1のビジーステータス
タイムアウ ト / 0の場合すべてのステータスレポートは無
効））

C1_MGM_INFO.  : AUTO (DISABLE, AUTO) Printer Management Information COM1 （COM1のプリ ンタ
管理情報の有効 ・無効）

C1_COMMENT.  : Optional user comment describing the printer at COM1
（COM1プ リ ンタのユーザによるコ メン ト ）

--- LPT2 Menu

L2_CENTR.  : HISPEED (IBM_PC, STNDRD, FAST, HISPEED) Centronics Interface Timing LPT2 （LPT2 セン ト ロニクスの
タイ ミ ング）

L2_BSYTM.  : 60 Busy Status Time-Out LPT2 （LPT2 ビジーステータスのタ
イムアウ ト /0の場合すべてのステータスレポートは無
効）

L2_MGM_INFO.  : AUTO  (DISABLE, AUTO) Printer Management Information LPT2 （LPT2プリ ンタ管理
情報の有効 ・無効）

L2_COMMENT.  : Optional user comment describing the printer at LPT2 （LPT2
プ リ ンタのユーザによるコ メン ト ）

L2_BIDIR.    : AUTO  (DISABLE, AUTO) LPT2 Bi-directional printing （LPT2の双方向印刷の有効 ・
無効）
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--- e-mail Menu （この機能は日本語環境では未対応です）
EMAIL_NOTIFICATION: YES e-mail Notification （電子メール通知の有効 ・無効）
REPLY_ADDRESS: Network Administrator e-mail address （ネッ ト ワーク管理者

のメールアド レス）
PAPER_JAM_ADDRESS: e-mail address of paper-jam Administrator （紙詰ま りの連絡

先のメールアド レス）
OUT_OF_PAPER_ADDRESS: e-mail address of Out-Of-Paper Administrator （用紙切れの連

絡先のメールア ド レス）
TONER_LOW_ADDRESS: e-mail address of Toner-Low Administrator （ トナー残量の連

絡先のメールア ド レス）
NO_TONER:ADDRESS: e-mail address of No-Toner Administrator （ トナー交換の連

絡先のメールア ド レス）
PRINTER_OFFLINE_ADDRESS: e-mail address of Printer-Offline Administrator （プ リ ンタ確

認の連絡先のメールア ド レス）
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第 15章 技術仕様

対応するシステム

Novell NetWare ： NetWare 3.11J、 3.12J、 4.1J、 4.11J、 5J （IPX のみ対応）。 NDS
とバインダ リエ ミ ュレーシ ョ ンの両方に対応。 最大 16台のバ
インダ リ フ ァ イルサーバと 96 個のプ リ ン ト キューを処理可
能。 ユーザメ ッセージに対応。
印刷方法 ： RPRINTER/NPRINTER、 PSERVER。

IBM LAN Server ： OS/2 J2.1、 J2.11、 J3.0、 J3.01の下で動作する LAN Server J3.0、
J4.0。

Microsoft Windows ： Windows 95、 Windows 98、 Windows 98 SE、 Windwos NT 4.0、
Windows 2000、 Windows Me。

UNIX ： BSD系 ： SunOS 4.x （Solaris 1.x） 等。
System V系 ： SunOS 5.x （Solaris 2.x）、 HP-UX、 IBM AIX等。
印刷方法 ： LPD、 FTP、 PROS （名前付きパイプと フ ィルタ） 、
Reverse Telnet。

MacOS ： 印刷方法 ： AppleTalk Phase 2

Web ブラウザ ： Netscape Navigator 4.x以上、 Microsoft Internet Explorer 4.x以
上。

対応するプロ ト コル

NetWare ： IPX、 SAP、 RIP、 SPX、 NCP。

Windows 95/98/Me ： NetBIOS/NetBEUI。

Windowsw
95/98/Me/NT/2000 ：

TCP/IP （LPD、 FTP、 Telnet、 Raw TCP、 ARP、 DHCP、 ICMP、 IP、
IPP、 TCP、 UDP、 HTTP、 SNMP）。

LAN Server ： NetBIOS/NetBEUI。

UNIX: TCP/IP （LPD、FTP、Telnet、Reverse Telnet、PROS、BOOTP、ARP、
RARP、 DHCP、 ICMP、 IP、 TCP、 UDP、 HTTP、 SNMP、 TFTP）。

MacOS ： AppleEtherTalk （AARP、 ATP、 DDP、 NBP、 PAP、 RTMP、 ZIP）。

ネッ トワーク管理 SNMP-MIB II準拠 （UDP/IPおよび IPX上）、 プライベートエン
タープライズ MIB を含む。 NWAdmin/PCONSOLE でプリ ン ト
サーバステータスを確認可能。



第 15章  技術仕様 116
ハードウェア

AXIS 5600+: 32 ビッ ト 100 MHz RISC コン ト ローラ、 2 M バイ トのフラ ッ
シュ メモ リ 、 8 Mバイ トの RAM。

AXIS 5400+: 32 ビッ ト 100 MHz RISC コン ト ローラ、 1 M バイ トのフラ ッ
シュ メモ リ 、 2 Mバイ トの RAM。

論理ネッ トワーク
接続

イーサネッ ト ： IEEE802.2、IEEE802.3、SNAP、Ethernet II フレー
ムタイプを同時に使用可能。

フ ァース ト イーサネッ ト ： ネッ ト ワークスピードの自動検知
のための NWAY対応。 IEEE802.2、 IEEE802.3、 SNAP、 Ethernet
II フレームタイプを同時に使用可能。

物理ネッ トワーク
接続

10BASE-Tイーサネッ ト、100BASE-TXファース ト イーサネッ ト
用の RJ-45 コネク タ （カテゴ リ 5 ツイス トペア）。

セキュリテ ィ

UNIX ： rootのパスワード。ユーザアクセス制限とプ リ ンタアクセス制
限 （FTP を利用する場合）。

NetWare ： 暗号化パスワード。

論理プリンタ 論理プ リ ンタポートは、 プ リ ン ト ジ ョブの前後に文字列を追
加した り、 文字列を置換した りするこ とを可能にします。

パラレルプリンタ

AXIS 5600+ ： IEEE 1284準拠高速パラレルポートが 2つ、25 ピン DSUB コネ
ク タ。 持続スループッ トは最大 1Mバイ ト /秒。
AppleTalk Ethernet、 ReverseTelnet、 PROS に対する双方向通信
に対応。 ECPに対応。

AXIS 5400+ ： IEEE 1284準拠高速パラレルポートが 1つ、36 ピンセン ト ロニ
クスコネク タ。 持続スループッ トは最大 1Mバイ ト /秒。
AppleTalk Ethernet、 ReverseTelnet、 PROS に対する双方向通信
に対応。 ECPに対応。

シリアルプリンタ

AXIS 5600+ ： シ リ アルポートが 1つ、 RS232C、 9 ピン DSUB コネクタ。
XON/XOFF、または RTS/CTS。データ速度は 115,200 ボーまで。



 Axis プリン トサーバユーザーズマニュアル  117
フロン トパネル LED インディケータ 2つ （電源、 ネッ ト ワーク）。

各種情報を印刷するためのテス トボタン。

消費電力

AXIS 5600+ ： 専用外部電源 ： PS-F （5 VDC、 1500 mA）。 5 VDCで最大 1A。

AXIS 5400+ ： 専用外部電源：PS-B（12V AC、500 mA）。12 VDCで最大 200 mA。

寸法

AXIS 5600+ ： 高さ×幅×奥行 ： 2.9× 16.0× 12.9 cm

AXIS 5400+ ： 高さ×幅×奥行 ： 2.4× 6.1× 12.1 cm

重量

AXIS 5600+ ： 0.28 kg

AXIS 5400+ ： 0.1 kg

動作環境

AXIS 5600+ ： 温度 ： 5～ 40° C、 湿度 ： 20～ 80 % （結露不可）

AXIS 5400+ ： 温度 ： 5～ 40° C、 湿度 ： 10～ 95% （結露不可）

認可

電波に関する適合性

AXIS 5600+ ： EN 55022/1998、 EN55024/1998。 FCC Class A。

AXIS 5400+ ： EN 55022/1994、 EN50082-1/1992。 FCC Class A。

安全性 EN 60950．
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付録 A  保証について

Axis プ リ ン トサーバは、 お買い上げ頂いてから一年間、 セン
ドバッ クによる無償保証が付いており ます。 ただし、 製品に
付属の 「お客様登録カード」 をお送 り頂いた方のみのサポー
ト とな り ます。 また、 有償で保証期間を一年間だけ延長する
こ とができます。 詳し くは、 お買い上げの販売店にご連絡 く
ださい。 なお、 保証期間終了後の故障に関しては、 実費負担
とな り ます。
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付録 B  用語集

AIX Advanced Interactive eXecutive。 IBM 社の様々なコンピュータ
上で動作する IBM社の UNIXオペレーティングシステム。

ARP Address Resolution Protocol。同一ネッ ト ワークセグ メン ト上に
ある他のホス トの物理アド レスを調べるための TCP/IP プロ ト
コル。 UNIX、 Windows 95、 98、 Windows NT、 Windows 2000、
Windows Me で利用できます。ARPは、ルータを越えて使用で
きません。

BOOTP BOOT Protocol。 ホス トの IP アド レス等のスタート アップ情報
を設定するための TCP/IPプロ ト コル。UNIXで利用可能。BOOTP
を利用するには、システム上に BOOTPデーモンが必要。BOOTP
デーモンに対して要求が行われる と、 ブー ト テーブル中、 目
的のホス ト の物理ア ド レスに一致するエン ト リ が検索され、
エン ト リが見つかった場合はそのホス トの IP アド レスが設定
される。

BSD Berkeley Software Distribution。米国カ リ フォルニア大学バーク
レー校が配布を行ってきた UNIX オペレーティングシステム。

config ファイル プ リ ン ト サーバの メモ リ内にあ り、 プ リ ン ト サーバの機能を
決定するすべてのパラ メータを保持するファ イル。config ファ
イルを編集する （パラ メータ設定を変更する） こ とによ り、ネ
ネッ ト ワークでの印刷用途に合わせてプ リ ン トサーバを設定
するこ とが可能。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol。 DHCPはWindows NT と
UNIX システムで使用するこ とができ、中央のプール領域から
一時的な IP アド レスを自動的に割り当てる。選択された DHCP
サーバは、 要求を行ったホス トに未使用の IP アド レスを自動
的に割り当て、 設定する。 また、 その IP アド レスの有効期間
を定義する確認データを提供。

DHCP を有効に利用するため、Axisプリ ン トサーバは Windows
NT ネッ ト ワークで利用可能な WINS （Windows Internet Name
Service） に対応。
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DNS Domain Name Service。 ネッ ト ワーク上でホス ト名と IP アド レ
スを対応させる機能。

FTP File Transfer Protocol。 ネッ ト ワーク経由でフ ァ イルを転送す
るための TCP/IPプロ ト コル。

HTML Hypertext Markup Language。WWW （World Wide Web） やその
他のハイパーテキス ト ドキュ メン ト を作成するための標準的
なハイパーテキス ト言語。

HTTP Hypertext Transfer Protocol。Webベースの通信のための TCP/IP
プロ ト コルです。

IP Internet Protocol。 IP アド レスを基に、 外に出て行く メ ッセー
ジをルーテ ィングし、 中に入って く る メ ッセージを認識する
こ とによ り、 パケッ ト転送を統制するセッシ ョ ン層の TCP/IP
プロ ト コル。

IPP Internet Printing Protocol。インターネッ ト上のリモートプ リ ン
タに印刷を実行するためのプロ ト コル。 IPP を利用すれば、 イ
ンターネッ ト に接続しているユーザが、 インターネッ ト上に
接続されているプ リ ンタに印刷ジ ョブを送るこ とが可能。 IPP
はシステムに依存しないプロ ト コルで、TCP/IPに対応する LAN
やWAN で使用できる。

LED Light Emitting Diode。 発光ダイオード。

LPD Line Printer Daemon。ホス ト間のプリ ン トジ ョブを転送するた
めのプロ ト コル。 UNIX システムで推奨される方法。 ただし、
いくつかの System V系の UNIXシステムでは対応していない。

MIB Management Information Base。 ネッ ト ワーク設定を監視した
り、 また変更するために SNMP などが利用するネッ ト ワーク
構成情報のデータベース。

NCP NetWare Core Protocol。NetWare ク ラ イアン トは NCP を利用し
てサーバのサービスを要求し、 サーバは NCP を利用してファ
イルサービスや印刷サービスのよ う なサービスを提供する。
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NDS NetWare Directory Services。 NetWare サーバやボ リ ュームのよ
うなネッ ト ワーク リ ソースを管理する。

RARP Reverse Address Resolution Protocol。 UNIX ネッ ト ワークで IP
アド レスを設定する TCP/IP プロ ト コル。 RARP を利用するに
は、ネッ ト ワーク上で RARPデーモンが必要となる。RARPは、
同一ネッ ト ワーク上でのみ動作する。RARPデーモンに対して
要求が行われる と、 物理ア ド レステーブル中に目的のホス ト
の物理ア ド レスに一致するエン ト リ が検索され、 エン ト リ が
見つかる とそのホス トの IP アド レスが設定される。

RISC Reduced Instruction Set Computing。限られた数しかアセンブリ
言語命令を持たないプロセッサ。

SAP Service Advertising Protocol。ネッ ト ワークで利用する名前を通
知するプロ ト コル。 たとえば、 フ ァールサーバがその存在を
ネッ ト ワーク ク ラ イアン ト に対して知らせるために利用す
る。

SNMP Simple Network Management Protocol。 ネッ ト ワーク上のホス
トやデバイスを管理、 監視する TCP/IPプロ ト コル。

TCP Transmission Control Protocol。TCP/IPプロ ト コルスタ ッ ク中で
利用されるコネクシ ョ ン指向の ト ランスポート レベルプロ ト
コル。

TFTP Trivial File Transport Protocol。 FTPプロ ト コルを簡素化したも
ので、プ リ ン トサーバが自動的に config ファ イルをダウンロー
ドするのに使用する。

UNIX 元々、AT&T で開発された 32 ビッ ト マルチタスク ・マルチユー
ザオペレーティングシステム。

URL Uniform Resource Locator。インターネッ ト上で公に利用可能な
情報の場所を指定する方法。

WINS Windows Internet Name Service。動的に割り当てられた IP アド
レスに、 NetBIOS名をマップする NetBIOS ネームサーバ。
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ウィザード 作業を自動化するためにダイアログを利用してユーザを支援
する仕組み。 ウ ィザードは、 複雑で経験を必要とする作業を
行う手助けとな り、 なおかつ経験のあるユーザに対しても操
作を速やかに行う こ とを可能にする。

ファームウェア フ ァームウェアは読み取 り専用の メモ リ に格納されるプログ
ラムで、コンピュータデバイスに常駐する一部となる。ファー
ムウ ェアは他のソ フ ト ウ ェア と同様に配布され、 プ リ ン ト
サーバのフラ ッシュ メモ リ内に、 専用のユーザインターフェ
イスを利用してインス トールするこ とが可能。

フラッシュメモリ プ リ ン ト サーバのフ ァームウェアは、 フラ ッシュ メモ リ の中
に格納される。 フラ ッシュ メモ リ は、 シ リ コンチップで提供
され、 その他の ROMデバイス と同様に電源が落と された後で
もデータの内容を保持する。 プ リ ン ト サーバ搭載のフ ラ ッ
シュ メモ リ の特徴は、 保存されているデータを消去し、 書き
直すこ とができる とい う点で、 特に部品の交換などを必要と
しないため、新しいファームウェアがリ リースされる と、ネッ
ト ワーク経由でプ リ ン ト サーバにフラ ッシュローディングす
るこ とが可能。

論理プリンタ 論理プ リ ンタは、 ネッ ト ワーク と物理プ リ ンタ間のフ ィルタ
と して振る舞 う 。 論理プ リ ンタは、 ユーザには付加的な性質
を持った通常のプリ ンタ と して見える。 たとえば、 UNIX ワー
クステーシ ョ ンは、キャ リ ッジ リ ターン （CR） と ラ インフ ィー
ド （LF） を必要とする共有プ リ ンタに対し、 ラ インフ ィード
（LF） しか送信しない場合がある （UNIXの改行はラインフ ィー
ド一文字であるため） 。 論理プ リ ンタによ り、 キャ リ ッジ リ
ターン （CR） を追加して、 この問題を解決するこ とが可能。
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